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杜
甫
と
裴
冕
―
―
成
都
草
堂
の
造
営
を
め
ぐ
る
覚
書
―
―
松
原
朗
専
修
大
学
文
学
部
教
授
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
の
秋
、
華
州
司
功
参
軍
を
免
官
さ
れ
た
杜
甫
は
西
の
秦
州
へ
と
旅
立
っ
た
が
、
そ
こ
を
定
住
の
地
と
す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
同
谷
を
経
由
し
て
、
同
年
末
に
成
都
へ
と
辿
り
着
く
。
そ
れ
は
杜
甫
自
ら
が
「
奈
何
迫
物
累
、
一
歳
四
行
役
（
１
）
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
生
存
の
た
め
の
已
む
こ
と
を
得
ぬ
苦
難
の
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
成
都
で
は
、
あ
る
仏
寺
が
提
供
す
る
宿
坊
で
暫
時
旅
装
を
解
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
酬
高
使
君
相
贈
高
使
君
の
相
ひ
贈
る
に
酬
ゆ
杜
甫
古
寺
僧
牢
落
、
空
房
客
寓
居
。
古
寺
僧
は
牢
落
、
空
房
客
は
寓
居
。
故
人
供
禄
米
、
鄰
舍
与
園
蔬
。
故
人
禄
米
を
供
し
、
鄰
舍
園
蔬
を
与
ふ
。
ゆ
る
双
樹
容
聴
法
、
三
車
肯
載
書
。
双
樹
法
を
聴
く
を
容
し
、
三
車
肯
て
書
を
載
す
。
草
玄
吾
豈
敢
、
賦
或
似
相
如
。
玄
を
草
す
る
は
吾
豈
に
敢
て
せ
ん
、
賦
は
或
は
相
如
に
似
た
り
。
2〔
大
意
〕
古
寺
に
は
僧
侶
の
姿
は
少
な
く
、
が
ら
ん
と
し
た
宿
坊
に
は
旅
人
が
泊
ま
っ
て
い
る
。
友
人
は
自
分
に
禄
米
を
分
け
て
く
れ
る
し
、
隣
近
所
は
畑
の
野
菜
を
分
け
て
く
れ
る
。
寺
は
、
法
話
を
聞
く
の
を
許
し
て
く
れ
る
し
、
本
を
運
ぶ
の
た
め
に
三
車
も
貸
し
て
く
れ
る
。
揚
雄
の
よ
う
に
「
太
玄
経
」
を
著
す
の
は
自
分
に
で
き
る
相
談
で
は
な
い
が
、
賦
を
作
れ
ば
司
馬
相
如
と
比
肩
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
詩
は
、
高
適
の
次
の
詩
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
贈
杜
二
拾
遺
杜
二
拾
遺
に
贈
る
高
適
み
づ
か
傳
道
招
提
客
、
詩
書
自
討
論
。
傳
へ
て
道
ふ
招
提
の
客
、
詩
書
自
ら
討
論
す
と
。
よ
佛
香
時
入
院
、
僧
飯

過
門
。
佛
香
時
に
院
に
入
り
、
僧
飯

し
ば
門
を
過
ぎ
る
。
ま
さ
ら
聴
法
還
応
難
、
尋
経
剩
欲
翻
。
法
を
聴
く
は
還
た
応
に
難
か
る
べ
き
も
、
経
を
尋
ね
て
剩
に
翻
さ
ん
と
欲
せ
ん
。
を
は
草
玄
今
已
畢
、
此
後
更
何
言
。
玄
を
草
す
る
こ
と
今
已
に
畢
れ
ば
、
此
の
後
更
に
何
を
か
言
は
ん
。
〔
大
意
〕
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
寺
に
身
を
寄
せ
た
旅
人
は
、
詩
文
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
香
に
誘
わ
れ
て
寺
院
に
参
じ
、
食
事
は
、
僧
侶
た
ち
の
食
堂
で
摂
る
。
法
話
を
聞
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、
仏
典
を
繙
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
君
は
も
う
、
揚
雄
の
よ
う
に
「
太
玄
経
」
を
著
し
た
。
こ
れ
以
上
、
何
を
語
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
高
適
詩
の
首
聯
「
傳
道
招
提
客
、
詩
書
自
討
論
」
を
見
る
と
、
杜
甫
は
成
都
に
到
着
し
て
早
々
に
、
自
分
が
仏
寺
に
身
を
寄
せ
て
い
る
近
況
を
高
適
に
知
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
高
適
が
こ
の
詩
を
杜
甫
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
高
適
は
こ
の
と
き
彭
州
刺
史
で
あ
り
、
成
都
の
北
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
。
杜
甫
は
高
適
と
、
こ
の
時
点
で
二
十
年
ば
か
り
の
旧
知
の
関
係
に
あ
り
、
刺
史
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と
い
う
地
方
行
政
の
大
官
と
な
っ
て
い
る
高
適
に
、
杜
甫
は
物
心
両
面
の
支
援
を
期
待
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
草
堂
の
造
営
成
都
に
到
着
す
る
と
間
も
な
く
、
成
都
の
西
の
城
外
に
草
堂
を
造
り
始
め
る
。
杜
甫
は
、
秦
州
で
も
同
谷
で
も
、
自
ら
の
草
堂
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
土
地
を
物
色
し
て
い
た
。
し
か
し
な
ぜ
秦
州
や
同
谷
と
事
情
が
異
な
り
、
成
都
で
は
草
堂
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
成
都
到
来
の
直
後
か
ら
、
杜
甫
が
当
地
の
官
僚
・
名
士
た
ち
の
支
援
を
首
尾
良
く
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
卜
居
居
を
卜
す
杜
甫
浣
花
渓
水
水
西
頭
、
主
人
為
卜
林
塘
幽
。
浣
花
渓
水
水
の
西
頭
、
主
人
為
に
卜
す
林
塘
の
幽
。
け
已
知
出
郭
少
塵
事
、
更
有
澄
江
銷
客
愁
。
已
に
知
る
郭
を
出
で
て
塵
事
の
少
き
を
、
更
に
澄
江
の
客
愁
を
銷
す
有
り
。
ひ
と
無
数
蜻
蜒
齊
上
下
、
一
双
對
沈
浮
。
無
数
の
蜻
蜒
齊
し
く
上
下
し
、
一
双
の
對
し
て
沈
浮
す
。
東
行
萬
里
堪
乘
興
、
須
向
山
陰
入
小
舟
。
東
行
萬
里
興
に
乘
ず
る
に
堪
へ
た
り
、
須
く
山
陰
に
向
ひ
て
小
舟
に
入
る
べ
し
。
〔
大
意
〕
浣
花
渓
の
流
れ
の
西
の
岸
、
そ
こ
の
林
と
池
の
間
に
「
主
人
」
は
住
居
を
造
る
こ
と
に
な
っ
た
。
成
都
の
城
郭
を
出
て
、
世
間
の
煩
い
が
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
だ
が
、
澄
ん
だ
川
が
流
れ
て
、
わ
が
旅
人
の
愁
い
を
慰
め
て
く
れ
る
。
多
く
の
ト
ン
ボ
が
一
斉
に
上
に
下
へ
と
舞
い
飛
び
、
つ
が
い
の
オ
シ
ド
リ
が
向
き
合
っ
て
水
に
潜
る
。
万
里
橋
の
袂
か
ら
舟
に
乗
っ
て
、
万
里
の
長
江
を
東
に
下
る
と
思
う
だ
け
で
胸
が
躍
る
。
き
っ
と
自
分
も
、
た
い
き
あ
の
風
流
の
王
徽
之
が
雪
の
夜
に
戴
逵
を
訪
ね
た
よ
う
に
、
会
稽
山
陰
の
地
に
向
か
っ
て
小
舟
に
乗
る
こ
と
に
し
よ
う
。
4こ
の
詩
は
、
草
堂
を
造
り
始
め
た
時
の
作
で
あ
る
。
卜
居
と
は
、
地
を
卜
っ
て
そ
こ
に
住
ま
い
を
構
え
る
こ
と
。
こ
の
原
義
に
従
え
ば
、
詩
は
、
い
わ
ば
草
堂
の
地
鎮
祭
に
お
け
る
制
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
選
ば
れ
た
土
地
は
成
都
の
城
外
、
浣
花
渓
（
錦
江
）
の
西
の
畔
り
で
、
木
々
が
茂
る
一
角
で
あ
る
。
卜
居
の
「
主
人
」
を
誰
と
見
る
の
か
、
そ
れ
が
こ
の
詩
の
解
釈
上
の
懸
案
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
杜
甫
詩
の
標
準
的
な
注
釈
で
あ
る
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
以
下
仇
注
）
卷
九
に
「
主
人
公
自
謂
」、
す
な
わ
ち
草
堂
の
主
人
と
な
る
杜
甫
自
身
の
こ
と
と
注
す
る
の
に
従
お
う
（
こ
の
懸
案
は
後
に
検
討
）。
も
っ
と
も
「
主
人
」
が
杜
甫
で
あ
っ
た
と
し
て
も
（
ま
た
別
の
特
定
人
物
で
あ
っ
て
も
）、
下
に
掲
げ
た
一
連
の
詩
が
示
す
よ
う
に
、
草
堂
の
造
営
は
成
都
近
隣
の
多
く
の
人
々
の
援
助
を
得
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
○
王
十
五
司
馬
弟
出
郭
相
訪
兼
遺
営
茅
屋
貲
杜
甫
客
裏
何
遷
次
、
江
辺
正
寂
寥
。
肯
来
尋
一
老
、
愁
破
是
今
朝
。
憂
我
営
茅
棟
、
携
錢
過
野
橋
。
他
郷
唯
表
弟
、
還
往
莫
辭
遙
。
○
蕭
八
明
府
実
処
覓
桃
栽
杜
甫
奉
乞
桃
栽
一
百
根
、
春
前
為
送
浣
花
村
。
河
陽
縣
裏
雖
無
数
、
濯
錦
江
辺
未
滿
園
。
○
從
韋
二
明
府
續
処
覓
綿
竹
杜
甫
華
軒
藹
藹
他
年
到
、
綿
竹
亭
亭
出
縣
高
。
江
上
舍
前
無
此
物
、
幸
分
蒼
翠
拂
波
濤
。
○
憑
何
十
一
少
府

覓
榿
木
栽
杜
甫
草
堂
塹
西
無
樹
林
、
非
子
誰
復
見
幽
心
。
飽
聞
榿
木
三
年
大
、
与
致
渓
辺
十
畝
陰
。
○
憑
韋
少
府
班
覓
松
樹
子
栽
杜
甫
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落
落
出
群
非
柳
、
青
青
不
朽
豈
楊
梅
。
欲
存
老
蓋
千
年
意
、
為
覓
霜
根
数
寸
栽
。
○
又
于
韋
処
乞
大
邑
瓷
碗
杜
甫
大
邑
焼
瓷
軽
且
堅
、
扣
如
哀
玉
錦
城
傳
。
君
家
白
碗
勝
霜
雪
、
急
送
茅
齋
也
可
憐
。
○
詣
徐
卿
覓
果
栽
杜
甫
草
堂
少
花
今
欲
栽
、
不
問
緑
李
与
黄
梅
。
石
筍
街
中
卻
帰
去
、
果
園
坊
裏
為
求
来
。
二
草
堂
の
迎
賓
草
堂
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
立
地
環
境
は
、
近
年
の
研
究
で
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
２
）
。
そ
の
一
方
で
、
草
堂
自
体
の
規
模
や
布
置
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
た
だ
間
違
い
な
く
言
え
る
こ
と
は
、「
窮
乏
し
た
漂
泊
の
詩
人
」
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
規
模
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
年
、
草
堂
の
造
営
を
憶
い
出
し
て
綴
っ
た
詩
句
「
誅
茅
初
一
畝
、
広
地
方
連
延
。
経
営
上
元
始
、
斷
手
宝
応
年
」（「
寄
題
江
外
草
堂
」
詩
）
を
見
て
も
、
茅
屋
を
結
ん
だ
一
畝
の
敷
地
の
周
囲
に
は
さ
ら
に
広
い
園
林
が
延
び
、
そ
の
園
林
も
含
め
た
草
堂
全
体
の
完
成
ま
で
に
は
二
年
余
り
の
時
間
を
要
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
規
模
は
、
草
堂
造
営
の
当
初
に
近
隣
の
人
士
に
提
供
を
求
め
た
樹
木
の
数
か
ら
し
て
も
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
縣
令
の
蕭
実
に
は
、
桃
の
苗
木
を
百
本
。
ま
た
縣
尉
の
何
に
は
、
十
畝
の
広
さ
の
木
陰
を
作
る
た
め
に
榿
木
の
苗
木
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
竹
と
松
、
そ
れ
に
李
や
黄
梅
な
ど
の
実
を
付
け
る
果
樹
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
樹
木
が
草
堂
の
庭
を
飾
っ
た
時
、
そ
れ
は
名
士
の
別
業
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ほ
ど
に
立
派
な
園
林
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
杜
甫
の
草
堂
は
、
人
目
に
も
羞
ず
か
し
く
な
い
規
模
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
草
堂
に
、
杜
甫
は
客
人
を
招
き
始
め
る
。
杜
甫
の
現
存
す
る
千
四
百
首
余
り
の
詩
に
は
、
友
人
宅
を
訪
ね
た
こ
と
を
詠
ず
る
詩
は
何
首
あ
る
。
し
か
し
自
宅
に
客
人
を
招
く
詩
は
少
な
6く
、
ほ
ぼ
そ
の
全
て
が
成
都
の
草
堂
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
見
て
も
、
杜
甫
が
草
堂
の
出
来
映
え
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
草
堂
の
客
人
の
一
半
は
、
官
人
で
あ
っ
た
。
杜
甫
は
、
成
都
と
い
う
地
域
社
会
の
中
で
、
そ
の
社
会
の
支
配
層
で
あ
る
地
方
官
僚
た
ち
を
招
き
、
彼
ら
を
自
宅
に
請
じ
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
価
値
の
体
系
（
人
脈
）
の
中
に
自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
恐
ら
く
杜
甫
は
、
自
ら
を
長
安
の
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
粛
宗
皇
帝
に
近
侍
す
る
供
奉
官
の
左
拾
遺
で
あ
っ
た
こ
と
（
３
）
、
そ
し
て
今
は
成
都
の
郊
外
で
高
踏
の
生
活
を
送
る
文
雅
の
隠
士
（
４
）
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
こ
と
で
、成
都
と
い
う
地
方
社
会
に
己
れ
を「
名
士
」
と
し
て
売
り
込
み
、
成
都
に
お
け
る
生
活
基
盤
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
「
都
・
雅
」
を
渇
望
す
る
成
都
の
知
識
人
た
ち
の
心
に
、
杜
甫
は
投
じ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
○
賓
至
杜
甫
幽
棲
地
僻
経
過
少
、
老
病
人
扶
再
拜
難
。
豈
有
文
章
驚
海
内
、
漫
労
車
馬
駐
江
干
。
竟
日
淹
留
佳
客
坐
、
百
年
粗
糲
腐
儒
餐
。
不
嫌
野
外
無
供
給
、
乘
興
還
来
看
薬
欄
。
○
有
客
杜
甫
患
気
経
時
久
、
臨
江
卜
宅
新
。
喧
卑
方
避
俗
、
疏
快
頗
宜
人
。
有
客
過
茅
宇
、
呼
兒
正
葛
巾
。
自
鋤
稀
菜
甲
、
小
摘
為
情
親
。
○
魏
十
四
侍
御
就
弊
廬
相
別
杜
甫
有
客
騎
馬
、
江
辺
問
草
堂
。
遠
尋
留
薬
價
、
惜
別
倒
文
場
。
入
幕
旌
旗
動
、
帰
軒
錦

香
。
時
応
念
衰
疾
、
書
疏
及
滄
浪
。
7 杜甫と裴冕――成都草堂の造営をめぐる覚書――
○
徐
九
少
尹
見
過
杜
甫
晩
景
孤
村
僻
、
行
軍
数
騎
来
。
交
新
徒
有
喜
、
礼
厚
愧
無
才
。
賞
静
憐
雲
竹
、
忘
帰
歩
月
臺
。
何
当
看
花
蕊
、
欲
発
照
江
梅
。
○
范
二
員
外
呉
十
侍
御
郁
特
枉
駕
闕
展
待
聊
寄
此
作
杜
甫
暫
往
比
鄰
去
、
空
聞
二
妙
帰
。
幽
棲
誠
簡
略
、
衰
白
已
光
輝
。
野
外
貧
家
遠
、
村
中
好
客
稀
。
論
文
或
不
愧
、
肯
重
款
柴
扉
。
こ
う
し
た
官
人
招
待
の
頂
点
と
な
る
の
が
、
高
適
お
よ
び
厳
武
の
草
堂
来
訪
で
あ
る
。
そ
の
と
き
高
適
は
蜀
州
刺
史
で
あ
り
、
厳
武
に
至
っ
て
は
西
川
節
度
使
兼
成
都
尹
と
い
う
蜀
中
の
最
高
実
力
者
で
あ
っ
た
。
高
適
は
、
杜
甫
が
草
堂
の
造
営
に
当
た
っ
た
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
の
秋
に
、
彭
州
刺
史
か
ら
蜀
州
刺
史
に
量
移
さ
れ
て
い
る
（
孫
欽
善
『
高
適
集
校
注
』「
年
譜
」
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
四
年
）。
次
の
二
篇
は
、
そ
の
頃
の
詩
で
あ
ろ
う
。
王
十
七
侍
御（
５
）
許
携
酒
至
草
堂
奉
寄
此
詩
便
請
邀
高
三
十
五
使
君
同
到
と
も
王
十
七
侍
御
酒
を
携
へ
て
草
堂
に
至
る
を
許
す
此
の
詩
を
奉
寄
し
て
便
ち
高
三
十
五
使
君
の
同
に
到
る
を
請
邀
す
杜
甫
も
の
う
老
夫
臥
穩
朝
慵
起
、
白
屋
寒
多
暖
始
開
。
老
夫
臥
し
て
穩
に
朝
起
き
る
に
慵
し
、
白
屋
寒
多
く
し
て
暖
に
始
め
て
開
く
。
江
鸛
巧
当
幽
徑
浴
、
鄰
鷄
還
過
短
牆
来
。
江
鸛
巧
み
に
幽
徑
に
当
り
て
浴
し
、
鄰
鷄
還
た
短
牆
を
過
ぎ
て
来
る
。
そ
う

衣

許
携
家
、
蓋
能
忘
折
野
梅
。

衣

し
ば
許
す
家
を
携
ふ
る
を
、
蓋
能
く
野
梅
を
折
る
を
忘
れ
ん
や
。
戲
假
霜
威
促
山
簡
、
須
成
一
醉
習
池
迴
。
戲
れ
に
霜
威
を
假
り
て
山
簡
を
促
す
、
須
く
一
た
び
習
池
に
醉
ひ
て
迴
る
を
成
す
べ
し
。
8〔
大
意
〕
「
侍
御
使
の
王
は
酒
を
携
え
て
草
堂
を
訪
ね
て
く
れ
る
と
約
束
し
た
の
で
、
こ
の
詩
を
送
っ
て
、
蜀
州
刺
史
の
高
適
と
一
緒
に
来
る
よ
う
に
依
頼
し
た
」
こ
の
老
い
ぼ
れ
は
、
の
ん
び
り
と
寝
こ
ろ
ん
で
朝
起
き
出
す
の
も
物
憂
く
、
粗
末
な
家
は
寒
い
の
で
、
日
が
昇
っ
て
か
ら
や
っ
と
戸
を
開
く
。
錦
江
の
コ
ウ
ヅ
ル
は
、
ち
ゃ
っ
か
り
と
人
の
通
ら
ぬ
小
径
で
水
浴
び
を
し
、
隣
家
の
鶏
は
、
低
い
土
塀
を
越
え
て
や
っ
て
来
る
。
繍
衣
の
侍
御
使
は
、
繰
り
返
し
自
家
製
の
酒
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
。
黒
い
車
蓋
の
車
に
乗
る
刺
史
殿
は
、
ど
う
し
て
我
が
陋
宅
の
梅
を
手
折
る
こ
と
を
忘
れ
た
り
す
る
も
の
か
。
戯
れ
に
侍
御
使
の
威
厳
を
も
っ
て
、
酒
好
き
の
刺
史
殿
を
促
し
て
、
山
簡
が
そ
こ
で
酔
い
つ
ぶ
れ
た
と
い
う
習
家
の
池
に
も
比
す
べ
き
拙
宅
の
池
で
、
存
分
に
酒
を
楽
し
ん
で
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
王
竟
携
酒
高
亦
同
過
共
用
寒
字
王
竟
に
酒
を
携
へ
高
も
亦
た
同
に
過
る
共
に
寒
字
を
用
ふ
杜
甫
あ
ゆ
臥
病
荒
郊
遠
、
通
行
小
徑
難
。
病
に
臥
し
て
荒
郊
遠
く
、
行
み
を
通
づ
る
に
小
徑
難
し
。
ひ
き
故
人
能
領
客
、
携
酒
重
相
看
。
故
人
能
く
客
を
領
ゐ
、
酒
を
携
へ
て
重
ね
て
相
ひ
看
る
。
お
ろ
自
愧
無
鮭
菜
、
空
煩
卸
馬
鞍
。
自
ら
愧
づ
鮭
菜
無
く
し
て
、
空
し
く
馬
鞍
を
卸
す
を
煩
は
す
を
。
移
樽
勸
山
簡
、
頭
白
恐
風
寒
。
樽
を
移
し
て
山
簡
に
勸
む
れ
ば
、
頭
白
く
し
て
風
の
寒
き
を
恐
る
。
〔
大
意
〕
「
王
は
酒
を
携
え
、
高
適
も
一
緒
に
草
堂
を
訪
ね
て
く
れ
た
。
共
に
寒
の
韻
字
を
用
い
る
」
成
都
の
遠
い
郊
外
で
病
に
伏
し
て
い
る
。
そ
の
私
の
草
堂
へ
の
小
径
は
、
歩
く
の
も
難
儀
だ
。
王
は
、
高
適
を
誘
っ
て
、
酒
を
携
え
て
会
い
に
来
て
く
れ
た
。
魚
菜
の
立
派
な
持
て
成
し
も
で
き
な
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
馬
を
繋
ぐ
手
間
を
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
酒
杯
を
捧
げ
持
っ
て
、
山
簡
（
高
適
）
に
勧
め
よ
う
。
君
は
白
髪
頭
と
な
っ
て
、
き
っ
と
風
の
寒
さ
も
身
に
滲
み
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。（
原
注：
高
適
は
い
つ
も
私
に
向
か
っ
て
、
お
前
は
俺
よ
り
も
年
寄
り
に
見
え
る
と
言
っ
て
い
た
。
9 杜甫と裴冕――成都草堂の造営をめぐる覚書――
そ
こ
で
こ
の
句
で
戲
れ
た
）
王
と
高
適
が
杜
甫
の
草
堂
を
訪
ね
た
の
は
、
前
詩
「
白
屋
寒
多
暖
始
開
」
と
後
詩
「
頭
白
恐
風
寒
」
を
見
る
と
、
寒
さ
も
加
わ
る
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
の
晩
秋
の
時
期
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
厳
武
を
招
待
し
た
詩
。
厳
武
が
成
都
に
成
都
尹
・
西
川
節
度
使
（
京
銜
は
御
史
中
丞
）
と
し
て
成
都
に
赴
任
し
た
の
は
上
元
二
年
（
七
六
一
）
一
〇
月
で
あ
る
（
６
）
。
こ
の
時
の
厳
武
の
在
蜀
期
間
は
短
く
、
翌
年
宝
応
元
年
八
月
に
は
離
任
し
て
、
兵
部
侍
郎
と
し
て
長
安
に
赴
く
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
掲
げ
る
二
篇
は
、
前
詩
が
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
の
春
、
後
詩
は
夏
五
月
の
作
で
あ
る
。
厳
武
と
杜
甫
は
、
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
の
夏
、
鳳
翔
の
粛
宗
行
在
所
で
結
識
し
て
い
る
。
二
人
は
共
に
房
党
に
属
し
て
、
政
治
的
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
厳
武
は
、
名
家
の
出
身
（
父
厳
挺
之
は
中
書
侍
郎
に
終
わ
る
）
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
こ
の
時
、
東
川
西
川
節
度
使
を
兼
任
し
て
蜀
全
体
の
軍
権
を
掌
握
し
、
ま
た
成
都
尹
と
し
て
成
都
府
の
民
政
を
管
轄
す
る
大
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
蜀
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
厳
武
が
、
一
介
の
在
野
の
士
に
過
ぎ
な
い
杜
甫
の
草
堂
を
訪
問
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
自
体
が
一
つ
の
事
件
と
言
っ
て
も
良
か
っ
た
。
よ
ぎ
厳
中
丞
枉
駕
見
過
厳
中
丞
駕
を
枉
げ
て
過
ら
る
杜
甫
元
戎
小
隊
出
郊
、
問
柳
尋
花
到
野
亭
。
元
戎
の
小
隊
郊
に
出
で
、
柳
を
問
ひ
花
を
尋
ね
て
野
亭
に
到
る
。
み
川
合
東
西
瞻
使
節
、
地
分
南
北
任
流
萍
。
川
は
東
西
を
合
し
て
使
節
を
瞻
、
地
は
南
北
に
分
れ
て
流
萍
に
任
す
。

舟
不
独
如
張
翰
、
帽
還
応
似
管
寧
。

舟
独
り
張
翰
の
如
か
ら
ず
、
そ
う
帽
還
た
応
に
管
寧
に
似
る
べ
し
。
う
ち
い
寂
寞
江
天
雲
霧
裏
、
何
人
道
有
少
微
星
。
寂
寞
た
る
江
天
雲
霧
の
裏
、
何
人
か
道
は
ん
少
微
星
有
り
と
。
10
〔
大
意
〕
「
御
史
中
丞
の
厳
武
殿
が
わ
ざ
わ
ざ
お
訪
ね
と
な
る
」（
原
注
に
、
厳
武
は
東
川
節
度
使
か
ら
西
川
節
度
使
へ
と
転
じ
、
東
川
・
西
川
双
方
の
管
轄
を
下
命
さ
れ
た
）。
元
帥
は
供
回
り
を
従
え
て
成
都
の
郊
外
に
お
出
ま
し
に
な
り
、
柳
と
花
の
里
を
訪
ね
て
わ
が
野
亭
ま
で
や
っ
て
来
た
。
人
も
知
る
よ
う
に
、
あ
な
た
は
東
川
と
西
川
の
節
度
使
を
兼
ね
る
が
、
自
分
は
北
か
ら
南
に
、
浮
き
草
の
よ
う
な
流
浪
の
身
だ
。
小
舟
に
乗
っ
て
故
郷
に
隠
遁
し
た
西
晋
の
張
翰
に
は
及
ば
な
い
が
、
黒
い
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
三
国
魏
の
隠
者
管
寧
に
は
似
て
い
る
つ
も
り
だ
。
こ
の
う
ら
寂
し
い
川
辺
の
モ
ヤ
の
立
ち
籠
め
る
あ
た
り
に
少
微
星
（
隠
者
の
星
）
が
潜
ん
で
い
る
と
は
、
い
っ
た
い
誰
が
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
厳
公
仲
夏
枉
駕
草
堂
兼
携
酒
饌
得
寒
字
厳
公
仲
夏
に
駕
を
草
堂
に
枉
げ
兼
ね
て
酒
饌
を
携
ふ
寒
の
字
を
得
た
り
杜
甫
あ
つ
竹
裏
行
廚
洗
玉
盤
、
花
辺
立
馬
簇
金
鞍
。
竹
裏
の
行
廚
玉
盤
を
洗
ひ
、
花
辺
の
立
馬
金
鞍
を
簇
む
。
非
關
使
者
徴
求
急
、
自
識
将
軍
礼
数

。
使
者
の
徴
求
急
な
る
に
関
す
る
に
非
ず
、
自
ら
将
軍
の
礼
数
の

な
る
を
識
る
。
は
る
か
百
年
地
僻
柴
門
迥
、
五
月
江
深
草
閣
寒
。
百
年
地
僻
に
し
て
柴
門
迥
に
、
五
月
江
深
く
し
て
草
閣
寒
し
。
看
弄
漁
舟
移
白
日
、
老
農
何
有
交
歓
。
漁
舟
を
弄
し
て
白
日
の
移
ろ
う
を
看
る
、
老
農
何
ぞ
交
歓
を
つ
く
す
こ
と
有
ら
ん
。
〔
大
意
〕
「
厳
武
殿
が
陰
暦
五
月
に
酒
饌
を
携
え
て
草
堂
に
立
ち
寄
ら
れ
た
」
竹
林
の
仮
設
え
の
台
所
で
玉
盤
を
洗
っ
て
酒
席
を
用
意
し
、
花
木
の
下
に
は
金
鞍
を
載
せ
た
馬
が
た
む
ろ
す
る
。
節
度
使
（
厳
武
）
は
、
無
理
に
自
分
を
召
し
出
そ
う
と
し
た
り
は
し
な
い
、
将
軍
（
厳
武
）
が
鷹
揚
な
お
方
と
分
か
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
陋
宅
に
お
招
き
し
た
の
だ
。
自
分
は
生
涯
、
う
ら
ぶ
れ
た
所
に
柴
の
戸
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
た
め
か
真
夏
で
も
、
川
風
が
吹
い
て
草
堂
は
涼
し
い
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
、
ご
ゆ
っ
く
り
漁
舟
を
眺
め
て
く
だ
さ
い
。
さ
も
な
く
ば
、
百
姓
爺
（
杜
甫
）
は
友
と
の
楽
し
み
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
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杜
甫
は
こ
こ
で
厳
武
に
対
し
て
、
己
れ
の
仕
進
の
希
望
も
政
治
の
抱
負
も
封
印
し
て
語
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
隠
者
・
田
父
の
役
回
り
を
演
じ
て
い
る
。
す
で
に
絶
大
な
権
力
を
握
る
、
己
れ
よ
り
も
遥
か
に
若
い
友
人
に
対
し
て
、
杜
甫
が
提
供
で
き
る
の
は
純
粋
な
友
情
で
あ
り
、
ま
た
厳
武
が
持
ち
え
な
い
隠
遁
の
自
由
だ
け
で
あ
る
。
杜
甫
が
真
に
「
純
粋
な
友
情
」
と
「
隠
遁
の
自
由
」
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
こ
こ
で
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
自
分
を
最
も
魅
力
的
に
厳
武
の
前
に
差
し
出
す
方
法
で
あ
る
こ
と
を
杜
甫
は
十
分
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
―
―
ち
な
み
に
こ
う
し
た
配
慮
さ
れ
た
身
構
え
も
含
め
て
、
厳
武
に
対
す
る
杜
甫
の
態
度
は
、
高
適
に
は
そ
の
老
い
を
か
ら
か
っ
て
「
移
樽
勸
山
簡
、
頭
白
恐
風
寒
」
と
軽
口
を
交
え
る
の
と
一
線
を
画
し
て
、
慎
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
適
と
の
間
に
は
早
年
に
布
衣
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
気
楽
な
友
情
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
毛
並
み
が
良
く
て
苦
労
知
ら
ず
の
厳
武
（
７
）
に
は
遠
慮
が
先
に
立
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
こ
う
し
て
、
高
適
や
厳
武
の
よ
う
な
蜀
中
の
実
力
者
を
含
め
て
、
多
く
の
人
士
を
草
堂
に
招
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
草
堂
が
人
を
招
い
て
羞
ず
か
し
く
な
い
立
派
な
構
え
を
持
つ
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
草
堂
は
と
か
く
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
、
杜
甫
の
家
族
と
下
僕
を
雨
露
か
ら
守
る
に
足
る
だ
け
の
簡
素
な
茅
葺
き
の
小
屋
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
立
派
な
草
堂
は
、
杜
甫
一
人
の
力
で
造
り
得
た
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
の
支
援
が
必
要
だ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
杜
甫
に
は
、
草
堂
落
成
の
暁
に
は
、
支
援
を
提
供
し
て
く
れ
た
人
々
を
招
く
義
理
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
草
堂
の
造
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
多
く
の
人
々
が
杜
甫
に
支
援
を
提
供
し
、
そ
の
出
来
上
が
っ
た
草
堂
に
、
杜
甫
は
そ
の
人
々
を
招
待
す
る
と
い
う
循
環
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
杜
甫
は
こ
う
し
た
交
遊
関
係
を
通
し
て
、
成
都
の
地
域
社
会
に
人
脈
を
扶
植
し
、
そ
こ
に
自
ら
の
生
活
空
間
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
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三
草
堂
の
文
学
も
っ
と
も
、
立
派
な
屋
敷
に
人
を
招
い
て
歓
待
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
高
禄
を
食
む
官
僚
な
ら
ば
、
ま
た
在
地
の
富
豪
で
あ
っ
て
も
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
に
は
、
自
分
を
特
別
な
も
の
と
し
て
提
示
す
る
工
夫
が
必
要
と
な
っ
た
。
杜
甫
は
己
れ
の
草
堂
を
、
閑
け
さ
に
満
た
さ
れ
た
安
ら
ぎ
の
世
界
と
し
て
描
き
出
す
。
確
か
に
錦
江
の
ほ
と
り
の
「
林
塘
の
幽
」（「
卜
居
」
詩
）
に
営
ま
れ
た
草
堂
は
、「
塵
事
」
か
ら
隔
て
ら
れ
た
清
浄
境
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
立
地
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
草
深
き
城
外
の
場
末
に
過
ぎ
ず
、
都
会
の
刺
戟
に
慣
れ
た
者
に
は
、
単
に
活
力
を
欠
い
た
、
退
屈
な
世
界
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
ひ
た
す
ら
美
的
な
価
値
の
世
界
と
し
て
描
き
出
し
た
の
は
、
杜
甫
で
あ
る
。
草
堂
の
世
界
が
事
実
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
杜
甫
が
そ
れ
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
か
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
な
ぜ
草
堂
は
幽
雅
で
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
蜀
と
い
う
水
と
光
に
恵
ま
れ
た
温
和
な
天
府
の
地
に
あ
り
、
し
か
も
成
都
と
い
う
「
名
都
会
」（「
成
都
府
」
詩
）
か
ら
遠
か
ら
ず
近
か
ら
ず
の
程
良
い
立
地
に
位
置
す
る
か
ら
だ
と
考
え
る
だ
け
で
は
、
即
物
的
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
華
北
の
異
な
る
風
土
に
営
ま
れ
た
初
唐
の
宮
廷
詩
人
宋
之
問
の
別
業
を
引
き
継
い
だ
王
維
の
川
荘
は
、
幽
雅
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
杜
甫
が
親
友
の
鄭
虔
と
と
も
に
二
度
に
わ
た
っ
て
訪
れ
て
そ
の
美
し
さ
を
讃
美
し
た
、
長
安
の
韋
曲
に
置
か
れ
た
何
将
軍
の
山
林
は
（
８
）
、
幽
雅
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
草
堂
は
、
そ
の
風
土
や
立
地
条
件
の
ゆ
え
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
第
一
に
、
そ
れ
を
美
し
く
描
こ
う
と
し
た
杜
甫
の
詩
の
ゆ
え
に
美
し
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
な
の
で
あ
る
。
草
堂
の
美
を
綴
っ
た
詩
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
い
ま
一
例
と
し
て
「
江
頭
四
詠
」
の
連
作
を
掲
げ
て
み
よ
う
。
杜
甫
は
、
錦
江
（
浣
花
渓
）
の
畔
り
に
あ
る
草
堂
の
美
し
さ
を
、「
江
頭
」
の
四
つ
の
風
物
に
代
表
さ
せ
る
。
花
か
ら
は
「
丁
香
」
と
「
梔
子
」、
鳥
か
ら
は
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「
」
と
「
花
鴨
」
が
選
ば
れ
、
花
鳥
の
調
和
の
取
れ
た
配
列
の
中
で
、
草
堂
を
包
み
込
む
幽
雅
な
世
界
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
個
別
の
美
を
描
い
て
個
別
の
中
に
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
束
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
草
堂
全
体
の
美
し
さ
を
描
き
出
す
こ
と
に
、
杜
甫
の
意
図
は
あ
る
。
○
江
頭
四
詠
丁
香
杜
甫
丁
香
體
柔
弱
、
亂
結
枝
猶
。
細
葉
帶
浮
毛
、
疏
花
披
素
。
深
栽
小
齋
後
、
庶
使
幽
人
占
。
晩
墮
蘭
麝
中
、
休
懷
粉
身
念
。
○
江
頭
四
詠
梔
子
杜
甫
梔
子
比
衆
木
、
人
間
誠
未
多
。
於
身
色
有
用
、
与
道
気
相
和
。
紅
取
風
霜
実
、
青
看
雨
露
柯
。
無
情
移
得
汝
、
貴
在
映
江
波
。
○
江
頭
四
詠
杜
甫
故
使
籠

織
、
須
知
動
損
毛
。
看
雲
莫
悵
望
、
失
水
任
呼
號
。
六
曾
経
剪
、
孤
飛
卒
未
高
。
且
無
鷹
隼
慮
、
留
滯
莫
辭
労
。
○
江
頭
四
詠
花
鴨
杜
甫
花
鴨
無
泥
滓
、
階
前
毎
緩
行
。
羽
毛
知
獨
立
、

白
太
分
明
。
不
覚
群
心
、
休
牽
衆
眼
驚
。
稻
粱
霑
汝
在
、
作
意
莫
先
鳴
。
草
堂
を
世
界
を
こ
の
よ
う
に
美
し
く
詩
に
描
く
こ
と
で
、
草
堂
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
ま
う
杜
甫
自
身
を
慕
わ
し
く
魅
力
的
14
な
人
物
へ
と
造
形
し
よ
う
と
す
る
。
官
僚
の
権
力
も
人
脈
も
持
た
ず
、
ま
た
盛
族
と
し
て
の
家
産
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
殆
ど
着
の
身
着
の
儘
で
家
族
を
伴
っ
て
成
都
に
身
を
寄
せ
る
杜
甫
に
は
、
そ
の
土
地
の
人
々
の
配
慮
と
支
援
が
不
可
欠
だ
っ
た
（
９
）
。
そ
の
た
め
に
は
、
単
に
自
ら
の
境
遇
の
悲
惨
を
訴
え
て
同
情
を
惹
く
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
、
杜
甫
は
秦
州
・
同
谷
を
辿
る
絶
望
的
な
行
旅
の
体
験
の
中
で
学
習
し
て
い
た
。
杜
甫
は
、
塵
事
か
ら
隔
て
ら
れ
た
美
し
い
草
堂
の
住
人
と
し
て
、
自
ら
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
し
か
も
そ
の
人
物
は
、
し
ば
し
ば
隠
者
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
単
に
不
遇
な
知
識
人
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
。
長
安
の
都
で
は
「
三
大
礼
賦
」
の
作
者
と
し
て
玄
宗
に
一
目
置
か
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
ま
た
供
奉
官
と
し
て
粛
宗
皇
帝
に
近
侍
す
る
と
い
う
天
上
の
世
界
を
経
験
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
し
て
左
拾
遺
の
諫
官
と
な
っ
て
は
宰
相
房
を
弁
護
し
て
粛
宗
皇
帝
を
面
折
し
た
骨
の
人
物
で
も
あ
る
。
そ
の
人
物
が
い
ま
現
に
、
成
都
の
郭
外
に
美
し
い
草
堂
の
世
界
を
築
い
て
隠
遁
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
自
己
を
詩
中
に
提
示
し
た
時
に
、
杜
甫
は
十
分
に
魅
力
的
な
人
格
と
な
っ
て
、
成
都
の
人
士
た
ち
を
惹
き
付
け
始
め
る
の
で
あ
る
。
草
堂
を
描
い
た
詩
、
あ
る
い
は
草
堂
で
作
ら
れ
た
詩
が
閑
雅
な
情
緒
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
を
読
む
時
。
草
堂
が
、
あ
る
い
は
草
堂
の
住
人
の
心
が
そ
の
よ
う
に
閑
雅
で
あ
っ
た
と
短
絡
す
る
の
で
は
な
く
、
杜
甫
が
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
草
堂
を
描
き
、
草
堂
の
住
人
を
描
き
出
し
た
こ
と
を
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。「
草
堂
の
住
人
が
作
る
文
学
」
は
、
事
実
の
有
り
の
儘
を
反
映
し
た
文
学
な
の
で
は
な
く
、
杜
甫
に
よ
っ
て
新
し
く
創
造
さ
れ
、
文
学
史
に
新
た
に
附
け
加
え
ら
れ
た
、
新
種
の
文
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
草
堂
卜
居
の
主
人
杜
甫
が
創
り
上
げ
た
「
草
堂
の
住
人
が
作
る
文
学
」
も
、
成
都
の
草
堂
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
可
能
に
な
る
。
今
後
の
杜
甫
研
究
の
重
要
な
課
題
が
、
そ
の
新
し
い
文
学
の
由
来
と
性
格
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
歩
退
い
て
、
な
ぜ
成
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都
に
限
っ
て
草
堂
の
造
営
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
基
本
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
（
１０
）
。
杜
甫
の
草
堂
は
、
杜
甫
一
人
の
力
（
資
力
・
体
力
・
気
力
）
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
草
堂
は
、
家
族
数
人
（
妻
・
子
・
弟
杜
占
（
１１
）
・
下
僕
ら
）
が
よ
う
や
く
住
め
る
よ
う
な
、
貧
士
の
、
狭
く
て
粗
末
な
茅
葺
き
の
小
屋
で
は
な
か
っ
た
。
母
屋
と
な
る
「
茅
屋
」
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
離
れ
と
も
言
う
べ
き
「
亭
台
」
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
全
体
を
包
み
込
む
大
き
な
園
林
を
備
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
大
き
な
規
模
ゆ
え
に
、
造
営
に
は
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
か
ら
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
ま
で
二
年
余
り
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
、
原
注
に
よ
れ
ば
梓
州
の
地
で
成
都
の
草
堂
を
思
っ
て
作
ら
れ
た
詩
に
明
ら
か
で
あ
る
。
寄
題
江
外
草
堂
杜
甫
…
…
誅
茅
初
一
畝
、
広
地
方
連
延
。
経
営
上
元
始
、
断
手
宝
応
年
。
敢
謀
土
木
麗
、
自
覚
面
勢
堅
。
亭
台
隨
高
下
、
敞
豁
当
清
川
。
惟
有
会
心
侶
、
数
能
同
釣
船
。
…
…
〔
大
意
〕
草
堂
を
造
っ
た
時
、
初
め
は
一
畝
の
地
に
茅
葺
き
の
家
を
設
け
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
隣
に
は
広
い
地
所
が
続
い
て
い
た
。
上
元
の
初
め
か
ら
造
り
始
め
、
今
こ
の
宝
応
の
年
に
な
っ
て
仕
事
を
終
え
た
。
造
作
の
華
美
を
競
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
出
来
映
え
と
な
っ
た
。
亭
や
台
は
、
土
地
の
起
伏
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
、
広
々
と
し
た
川
が
目
の
前
に
開
け
て
い
る
。
心
の
通
い
合
う
友
が
来
た
時
に
は
、
何
度
か
小
舟
に
乗
っ
て
遊
ん
だ
も
の
だ
。
草
堂
は
、
相
当
の
規
模
と
な
る
こ
と
を
予
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
相
応
の
敷
地
を
用
意
し
て
着
工
さ
れ
た
。「
誅
茅
初
一
畝
、
広
地
方
連
延
」
と
は
、
当
初
に
造
っ
た
茅
屋
こ
そ
、
さ
し
あ
た
り
家
族
が
住
ま
う
た
め
に
急
拵
え
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
広
い
敷
地
を
生
か
し
て
草
堂
は
整
備
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
杜
甫
自
身
が
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
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杜
甫
の
詩
を
読
む
と
、
支
援
者
た
ち
は
、
様
々
な
も
の
を
杜
甫
の
た
め
に
提
供
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
成
都
府
の
司
馬
（
従
四
品
下
）
と
い
う
官
に
あ
り
、
杜
甫
の
縁
者
（
表
弟
）
で
も
あ
っ
た
「
王
十
五
司
馬
」
は
、
茅
屋
を
建
て
る
た
め
の
資
金
を
用
立
て
て
く
れ
た
（「
王
十
五
司
馬
弟
出
郭
相
訪
兼
遺
営
茅
屋
貲
」）。
そ
し
て
「
蕭
八
明
府
堤
」「
韋
二
明
府
續
」「
何
十
一
少
府
」「
韋
少
府
班
」「
徐

」
の
面
々
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
桃
の
苗
木
」「
綿
竹
」「
榿
木
の
苗
木
」「
松
樹
の
苗
木
」「
果
樹
の
苗
木
」
を
受
け
取
っ
た
。
桃
の
苗
木
だ
け
で
も
百
本
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
草
堂
の
敷
地
の
広
さ
は
相
当
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
数
年
後
に
は
草
堂
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
庭
園
を
美
し
く
色
取
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
韋
少
府
班
」
に
は
、
松
の
苗
木
の
他
に
大
邑
の
窯
で
焼
か
れ
た
碗
を
所
望
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
最
先
端
の
技
術
で
焼
か
れ
た
薄
く
て
硬
質
な
白
磁
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
草
堂
に
大
事
な
客
を
迎
え
た
時
に
、
食
卓
に
並
べ
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
杜
甫
は
彼
ら
の
多
方
面
の
支
援
を
得
て
、
草
堂
の
整
備
を
進
め
た
（
１２
）
。
こ
の
う
ち
、
茅
屋
そ
の
も
の
の
建
築
費
（
の
一
部
）
を
用
立
て
た
の
が
司
馬
の
王
十
五
司
馬
で
あ
り
、
彼
の
助
力
は
格
別
に
大
き
か
っ
た
。
他
の
支
援
者
が
「
明
府
（
縣
令
）」「
少
府
（
県
尉
）」
と
い
っ
た
成
都
近
隣
の
縣
官
（
１３
）
で
あ
る
中
で
、
王
十
五
司
馬
だ
け
が
成
都
府
の
司
馬
と
い
う
別
格
の
官
に
あ
り
、
し
か
も
杜
甫
と
姻
戚
関
係
で
も
あ
る
の
で
、
彼
が
草
堂
造
営
の
発
起
人
と
な
り
、
協
賛
者
た
ち
が
応
分
に
支
援
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
王
十
五
司
馬
に
宛
て
た
詩
を
読
ん
で
お
き
た
い
。
王
十
五
司
馬
弟
出
郭
相
訪
兼
遺
営
茅
屋
貲
お
く
王
十
五
司
馬
弟
郭
を
出
で
て
相
ひ
訪
ね
兼
ね
て
茅
屋
を
営
む
の
貲
を
遺
る
杜
甫
客
裏
何
遷
次
、
江
辺
正
寂
寥
。
客
裏
何
ぞ
遷
次
せ
る
、
江
辺
正
に
寂
寥
た
れ
ば
な
り
。
肯
来
尋
一
老
、
愁
破
是
今
朝
。
肯
て
来
た
り
て
一
老
を
尋
ぬ
、
愁
の
破
る
る
は
是
れ
今
朝
。
憂
我
営
茅
棟
、
携
錢
過
野
橋
。
我
が
茅
棟
を
営
む
を
憂
へ
て
、
錢
を
携
へ
て
野
橋
を
過
ぐ
。
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と
ほ
他
郷
唯
表
弟
、
還
往
莫
辭
遙
。
他
郷
唯
だ
表
弟
、
還
往
遙
き
を
辭
す
る
莫
か
れ
。
〔
大
意
〕
成
都
の
旅
人
が
、
今
な
ぜ
住
処
を
移
す
の
か
、
そ
れ
は
錦
江
の
畔
り
が
人
事
の
煩
い
も
な
い
閑
静
な
土
地
だ
か
ら
だ
。
あ
な
た
は
こ
の
老
人
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
く
れ
た
、
愁
い
が
晴
れ
た
の
は
、
正
し
く
こ
の
朝
だ
。
私
が
茅
屋
を
造
る
の
を
心
配
し
て
、
お
金
を
持
っ
て
、
錦
江
の
橋
を
渡
っ
て
き
た
。
他
郷
で
頼
り
と
な
る
の
は
表
弟
の
あ
な
た
だ
け
な
の
で
、
往
復
が
遠
い
の
を
決
し
て
厭
わ
な
い
で
欲
し
い
の
だ
。
王
十
五
司
馬
が
茅
屋
の
建
築
費
を
用
立
て
て
く
れ
た
時
、
杜
甫
は
す
で
に
錦
江
の
畔
り
に
立
地
を
定
め
て
い
た
。
こ
の
詩
を
見
る
限
り
、
杜
甫
は
も
う
そ
の
地
に
移
り
住
ん
で
も
い
て
、
王
十
五
は
そ
こ
を
訪
ね
て
来
た
よ
う
に
見
え
る
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
王
十
五
司
馬
は
、
杜
甫
が
寄
寓
す
る
仏
寺
の
宿
坊
に
訪
ね
た
こ
と
に
な
る
が
、
詩
に
は
仏
寺
の
気
配
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
杜
甫
に
は
茅
屋
造
営
の
計
画
が
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
の
援
助
を
王
十
五
司
馬
が
申
し
出
立
た
と
い
う
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
振
り
返
れ
ば
、
杜
甫
が
草
堂
の
取
得
を
求
め
た
の
は
、
こ
の
成
都
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
華
州
司
功
参
軍
を
免
ぜ
ら
れ
て
、
秦
州
さ
ら
に
同
谷
へ
と
放
浪
を
続
け
て
い
た
時
に
も
、
杜
甫
は
行
く
先
々
で
終
の
棲
家
と
な
る
べ
き
草
堂
の
た
め
に
土
地
を
物
色
し
て
い
た
。
そ
れ
が
何
故
に
成
都
に
お
い
て
初
め
て
草
堂
を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
秦
州
で
は
、
姪
の
杜
佐
が
住
む
東
柯
谷
に
住
む
こ
と
も
考
え
た
。「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
其
一
六
に
は
、
そ
の
計
画
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
東
柯
好
崖
谷
、
不
与
衆
峰
群
。
落
日
邀
双
鳥
、
晴
天
卷
片
雲
。
野
人
矜
険
絶
、
水
竹
会
平
分
。
采
薬
吾
将
老
、
兒
童
未
遣
聞
。
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〔
大
意
〕
東
柯
谷
は
、
良
い
と
こ
ろ
だ
。
平
凡
な
山
と
は
気
配
が
異
な
る
。
日
が
暮
れ
よ
う
と
す
る
時
、
鳥
は
相
携
え
て
帰
っ
て
く
る
。
そ
し
て
晴
れ
た
日
に
は
、
一
片
の
雲
が
そ
ら
を
漂
う
。
土
地
の
人
は
、
深
い
山
で
世
間
と
隔
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
慢
す
る
。
川
と
竹
の
美
し
い
景
色
を
、
自
分
も
公
平
に
分
け
て
貰
お
う
こ
と
に
し
よ
う
。
自
分
は
薬
草
を
採
り
な
が
ら
、
こ
こ
で
老
い
を
迎
え
る
の
だ
。
し
か
し
こ
の
素
晴
ら
し
い
計
画
を
、
し
ば
ら
く
子
供
に
は
内
緒
に
し
て
お
く
つ
も
り
だ
。
秦
州
で
は
西
枝
村
の
一
帯
で
も
、
長
安
以
来
の
知
人
で
あ
る
賛
上
人
の
助
け
も
借
り
て
、
草
堂
の
用
地
を
探
し
て
回
っ
て
い
る
（「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
宿
賛
公
土
室
二
首
」）。
し
か
し
杜
甫
は
秦
州
で
は
草
堂
取
得
を
決
断
で
き
ず
、
同
谷
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
同
谷
の
方
が
、
秦
州
よ
り
も
条
件
が
良
い
と
聞
か
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
秦
州
を
発
し
て
同
谷
に
至
る
一
二
首
の
紀
行
詩
の
第
一
〇
首
「
積
草
嶺
」
詩
に
は
原
注
が
あ
り
「
同
谷
縣
界
」
と
記
す
。
い
よ
い
よ
同
谷
縣
の
界
に
入
る
と
き
の
こ
の
作
を
読
ん
で
み
よ
う
。
連
峰
積
長
陰
、
白
日
遞
隱
見
。
林
響
交
、
慘
慘
石
状
變
。
山
分
積
草
嶺
、
路
異
鳴
水
縣
。
旅
泊
吾
道
窮
、
衰
年
歳
時
倦
。
卜
居
尚
百
里
、
休
駕
投
諸
彦
。
邑
有
佳
主
人
、
情
如
已
会
面
。
来
書
語
絶
妙
、
遠
客
驚
深
眷
。
食
蕨
不
願
余
、
茅
茨
眼
中
見
。
〔
大
意
〕
高
い
峰
が
続
い
て
、
雲
が
天
を
覆
っ
て
い
る
。
太
陽
は
、
時
折
姿
を
見
せ
る
だ
け
だ
。
ひ
ゅ
ー
ひ
ゅ
ー
と
風
に
林
が
鳴
り
、
ご
つ
ご
つ
と
岩
は
異
様
な
姿
を
見
せ
る
。
こ
の
積
草
嶺
が
、
同
谷
縣
へ
の
境
界
。
違
う
道
を
行
け
ば
、
鳴
水
縣
と
な
る
。
辛
い
旅
で
、
わ
が
道
は
出
口
の
な
い
袋
小
路
、
老
い
ぼ
れ
て
、
ま
た
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
の
に
う
ん
ざ
り
だ
。
自
分
の
住
居
を
持
つ
ま
で
、
あ
と
百
里
の
道
の
り
、
着
い
た
ら
ば
土
地
の
紳
士
に
身
を
寄
せ
て
、
旅
装
を
解
く
の
だ
。
邑
に
は
立
派
な
主
人
が
い
て
、
旧
知
の
友
の
よ
う
に
自
分
を
心
配
し
て
く
れ
る
。
手
紙
を
く
れ
た
が
、
文
面
は
親
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切
そ
の
も
の
で
、
遠
く
旅
し
て
き
た
者
に
は
感
激
の
至
り
だ
。
蕨
を
食
べ
れ
ば
満
足
で
、
そ
れ
以
上
は
求
め
な
い
。
そ
の
主
人
の
家
が
、
も
う
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
杜
甫
は
「
佳
主
人
」
の
言
葉
を
真
に
受
け
て
（
１４
）
、
同
谷
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
、
真
冬
の
季
節
の
悲
惨
な
耐
乏
生
活
で
あ
り
（「
乾
元
中
寓
居
同
谷
縣
作
歌
七
首
」
等
）、
杜
甫
は
一
二
月
一
日
に
、
同
谷
を
去
っ
て
成
都
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
故
郷
と
官
職
を
失
っ
た
杜
甫
は
、
身
を
落
ち
着
け
る
草
堂
を
求
め
な
が
ら
果
た
せ
ず
、
放
浪
の
は
て
に
つ
い
に
成
都
ま
で
辿
り
着
い
た
。
そ
し
て
こ
の
成
都
も
、
秦
州
や
同
谷
と
同
様
の
運
命
が
待
っ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
か
っ
た
。
そ
う
な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
は
、
単
に
偶
然
に
過
ぎ
な
い
。
杜
甫
に
は
、
華
州
を
旅
立
つ
と
き
に
用
意
し
た
貯
蓄
も
、
成
都
に
着
く
頃
に
は
殆
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
も
豊
か
な
蜀
の
地
を
背
景
に
持
ち
、
長
江
漕
運
の
起
点
と
し
て
商
賈
が
雲
集
す
る
成
都
（
１５
）
は
、
辺
境
の
秦
州
や
同
谷
に
比
べ
れ
ば
、
物
価
も
か
な
り
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
成
都
で
茅
屋
の
た
め
の
土
地
を
買
い
求
め
る
こ
と
は
、
杜
甫
の
独
力
を
も
っ
て
し
て
は
困
難
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
成
都
の
場
合
が
、
秦
州
や
同
谷
と
異
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
成
都
に
限
っ
て
杜
甫
の
強
力
な
支
援
者
が
現
れ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
成
都
の
草
堂
は
、
草
堂
ま
た
茅
屋
の
語
が
示
す
簡
素
さ
と
は
異
な
っ
て
、
い
わ
ば
別
業
に
も
匹
敵
す
る
規
模
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
本
格
的
な
草
堂
の
造
営
が
、
な
ぜ
計
画
可
能
だ
っ
た
か
で
あ
る
。
王
十
五
司
馬
は
茅
屋
の
建
築
費
用
（「
営
茅
屋
貲
」）
を
提
供
し
た
。
し
か
し
土
地
の
選
定
と
取
得
と
い
う
草
堂
造
営
の
最
大
の
懸
案
に
つ
い
て
は
（
１６
）
、
王
十
五
司
馬
に
如
何
な
る
貢
献
が
あ
っ
た
か
を
伝
え
る
資
料
は
な
い
。「
営
茅
屋
貲
」
の
提
供
が
特
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
方
の
事
実
は
、
よ
り
重
大
な
土
地
の
提
供
で
は
、
王
十
五
司
馬
の
関
与
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
土
地
取
得
と
い
う
最
大
懸
案
に
つ
い
て
の
杜
甫
の
詩
の
空
白
は
、
他
の
具
体
的
細
部
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
だ
け
に（
建
20
築
費
用
や
樹
木
・
瓷
器
の
提
供
）、
意
図
さ
れ
た
空
白
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
草
堂
造
営
の
全
体
の
青
写
真
を
描
い
た
人
物
が
、
名
を
伝
え
ら
れ
た
王
十
五
司
馬
以
下
の
人
々
以
外
に
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
五
裴
冕
の
可
能
性
論
点
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
王
十
五
司
馬
は
、
茅
屋
建
築
資
金
の
提
供
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

王
十
五
司
馬
が
資
金
を
携
え
て
杜
甫
を
訪
ね
た
時
、
杜
甫
に
は
す
で
に
錦
江
の
畔
り
に
草
堂
を
営
む
計
画
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
す
で
に
仏
寺
の
寓
居
を
出
て
、
新
し
い
草
堂
に
移
居
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（「
王
十
五
司
馬
弟
出
郭
相
訪
兼
遺
営
茅
屋
貲
」
詩
は
そ
の
よ
う
に
読
め
る
）。
と
す
れ
ば
、
王
十
五
司
馬
の
提
供
は
建
築
資
金
の
一
部
補
填
で
あ
り
、
そ
れ
を
待
た
ず
に
建
築
は
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

草
堂
造
営
の
最
大
の
懸
案
は
、
土
地
の
購
入
で
あ
る
。
杜
甫
が
か
つ
て
秦
州
で
草
堂
を
営
も
う
と
し
た
時
、
ま
ず
考
え
た
の
は
土
地
の
購
入
で
あ
り
、
長
安
以
来
の
知
人
で
土
地
勘
の
あ
る
賛
上
人
に
連
れ
ら
れ
て
現
地
を
物
色
し
て
歩
い
て
も
い
る
（「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
宿
賛
公
土
室
二
首
」）。
成
都
の
草
堂
の
場
合
も
、
草
堂
建
築
の
前
に
ま
ず
土
地
の
選
定
と
購
入
の
準
備
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
王
十
五
司
馬
の
資
金
提
供
に
先
立
つ
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
。
土
地
の
選
定
・
購
入
の
段
階
で
、
杜
甫
を
強
力
に
支
援
す
る
人
物
が
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
は
王
十
五
司
馬
以
外
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

草
堂
の
土
地
は
、
茅
屋
を
建
て
る
に
必
要
最
小
限
の
狭
隘
な
も
の
で
は
な
く
、
周
囲
の
園
林
の
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
土
地
の
取
得
に
は
、
相
当
の
資
力
を
持
つ
人
物
の
支
援
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
人
物
は
、
恐
ら
く
王
十
五
司
馬
と
連
絡
し
な
が
ら
杜
甫
の
支
援
に
当
た
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
成
都
近
隣
の
縣
官
た
ち
が
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整
然
と
杜
甫
の
援
助
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
彼
ら
に
直
接
連
絡
を
取
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
、
王
十
五
司
馬
そ
の
人
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
王
十
五
司
馬
が
茅
屋
建
築
の
資
金
提
供
者
と
し
て
特
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
却
っ
て
、
土
地
の
提
供
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
成
都
府
司
馬
（
従
四
品
下
）
は
そ
れ
な
り
の
大
官
で
は
あ
る
が
、
成
都
近
隣
の
縣
官
た
ち
は
、
府
・
県
の
指
揮
系
統
に
お
い
て
、
成
都
府
司
馬
の
王
十
五
に
頤
使
さ
れ
る
立
場
に
は
な
い
。
複
数
の
縣
官
た
ち
が
整
然
と
杜
甫
の
援
助
に
赴
い
た
こ
と
に
は
、
王
十
五
司
馬
よ
り
も
さ
ら
に
上
級
の
人
物
の
働
き
掛
け
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
、
当
時
の
成
都
に
い
た
と
す
れ
ば
、
裴
冕
で
あ
ろ
う
。
裴
冕
は
、
粛
宗
の
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
六
月
に
成
都
尹
・
剣
南
西
川
節
度
使
と
し
て
成
都
に
赴
任
し
、
翌
年
三
月
に
李
若
幽
と
交
代
し
て
離
任
し
て
い
る
（
１７
）
。
杜
甫
が
成
都
に
到
着
し
た
の
は
、
乾
元
二
年
の
一
二
月
、
そ
れ
は
裴
冕
が
成
都
尹
・
剣
南
西
川
節
度
使
に
在
任
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
六
「
鹿
頭
山
」
の
詩
杜
甫
が
成
都
到
着
を
目
前
に
し
て
作
っ
た
「
鹿
頭
山
」
詩
の
末
尾
に
裴
冕
へ
の
讃
辞
を
書
き
綴
る
の
は
、
杜
甫
が
裴
冕
の
動
向
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
鹿
頭
山
鹿
頭
山
杜
甫
鹿
頭
何
亭
亭
、
是
日
慰
飢
渇
。
鹿
頭
何
ぞ
亭
亭
た
る
、
是
の
日
飢
渇
を
慰
め
ん
。
ひ
ろ
連
山
西
南
斷
、
俯
見
千
里
豁
。
連
山
西
南
に
斷
へ
、
俯
し
て
は
見
る
千
里
の
豁
き
を
。
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遊
子
出
京
華
、
剣
門
不
可
越
。
遊
子
京
華
を
出
づ
る
も
、
剣
門
越
ゆ
可
か
ら
ず
。
ひ
ろ
及
茲
険
阻
尽
、
始
喜
原
野
闊
。
茲
に
及
ん
で
険
阻
尽
き
、
始
め
て
喜
ぶ
原
野
の
闊
き
を
。
ま
殊
方
昔
三
分
、
霸
気
曾
間
発
。
殊
方
昔
三
分
し
、
霸
気
曾
て
間
ま
発
せ
り
。
天
下
今
一
家
、
雲
端
失
双
闕
。
天
下
今
一
家
、
雲
端
双
闕
を
失
ふ
。
ろ
つ
こ
つ
悠
然
想
揚
馬
、
継
起
名
兀
。
悠
然
と
し
て
揚
馬
を
想
ふ
、
継
起
し
て
名
兀
た
り
。
有
文
令
人
傷
、
何
処
埋
爾
骨
。
文
有
る
も
人
を
し
て
傷
ま
し
む
、
何
れ
の
処
に
か
爾
が
骨
を
埋
め
る
。
紆
余
脂
膏
地
、
慘
澹
豪

窟
。
紆
余
脂
膏
の
地
、
慘
澹
豪

の
窟
。
ま
さ
か
り
の
仗
鉞
非
老
臣
、
宣
風
豈
專
達
。
鉞
に
仗
る
こ
と
老
臣
に
非
ず
ん
ば
、
風
を
宣
べ
ん
こ
と
豈
に
專
ら
達
せ
ん
。
冀
公
柱
石
姿
、
論
道
邦
国
活
。
冀
公
柱
石
の
姿
、
道
を
論
じ
て
邦
国
活
く
。
斯
人
亦
何
幸
、
公
鎮
踰
歳
月
。
斯
の
人
亦
た
何
ぞ
幸
ひ
な
る
、
公
の
鎮
し
て
歳
月
を
踰
ゆ
。
〔
大
意
〕
鹿
頭
山
は
高
く
聳
え
立
つ
。
今
こ
こ
に
立
つ
時
、
自
分
は
や
っ
と
饑
渇
の
難
儀
か
ら
救
わ
れ
る
の
だ
。
連
な
る
山
並
み
も
、
西
南
の
方
角
に
姿
を
消
し
、
見
下
ろ
せ
ば
千
里
の
彼
方
に
眺
望
が
開
け
る
。
自
分
は
長
安
を
旅
立
っ
た
も
の
の
、
剣
門
の
難
所
を
な
か
な
か
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
来
て
険
阻
な
道
程
も
終
り
、
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
嬉
し
く
思
う
。
こ
の
世
界
の
片
隅
で
は
、
か
つ
て
天
下
三
分
の
一
方
に
あ
り
、
覇
者
の
気
が
し
ば
し
ば
立
ち
籠
め
た
も
の
だ
。
し
か
し
今
は
一
つ
の
国
と
な
っ
て
、
雲
の
か
か
る
山
に
設
け
た
剣
閣
の
関
所
も
そ
の
意
味
を
失
っ
た
。
遙
か
そ
の
上
の
揚
雄
と
司
馬
相
如
を
憶
い
出
す
。
二
人
の
文
名
は
相
継
い
で
屹
立
し
た
。
二
人
の
文
学
は
今
に
伝
わ
る
の
に
、
嘆
か
わ
し
く
は
、
そ
の
ま
さ
か
り
骨
は
何
処
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
か
。
涯
も
な
く
広
が
る
う
ま
し
豊
饒
の
土
地
、
雄
飛
の
野
望
を
抱
い
た
豪
傑
た
ち
の
屯
す
る
と
こ
ろ
。
鉞
を
手
に
仁
王
立
ち
す
る
老
臣
で
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
を
治
め
る
こ
と
も
難
し
か
ろ
う
。
冀
国
公
の
裴
冕
殿
は
国
家
の
柱
石
、
道
理
を
語
っ
て
、
国
は
平
和
に
治
め
ら
れ
る
。
こ
の
土
地
の
人
々
は
、
何
と
幸
い
な
こ
と
か
。
あ
な
た
が
こ
こ
を
治
め
て
、
も
う
一
年
余
り
に
も
な
る
の
だ
。
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こ
の
「
鹿
頭
山
」
詩
は
、「
発
同
谷
縣
」
詩
（
１８
）
か
ら
「
成
都
府
」
詩
ま
で
、
す
な
わ
ち
同
谷
を
発
っ
て
成
都
に
至
る
険
し
い
蜀
道
の
道
程
を
描
い
た
一
二
首
か
ら
な
る
成
都
紀
行
詩
の
、
第
一
一
首
目
で
あ
る
。
鹿
頭
山
が
蜀
道
の
最
後
の
難
関
で
あ
り
、
そ
こ
を
越
え
れ
ば
一
望
千
里
の
成
都
平
野
の
中
に
山
並
み
は
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
姿
を
消
す
。
こ
の
詩
が
描
く
「
連
山
西
南
斷
、
俯
見
千
里
豁
」
と
い
う
光
景
は
、
三
峡
の
出
口
に
当
た
る
荊
門
に
お
い
て
両
岸
の
山
並
み
が
消
え
て
ゆ
く
の
を
李
白
が
「
山
隨
平
野
尽
、
江
入
大
荒
流
」（「
渡
荊
門
送
別
」
詩
）
と
描
い
た
の
と
、
好
一
対
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
そ
れ
は
正
し
く
、
成
都
の
町
を
間
近
に
予
感
し
つ
つ
蜀
道
の
旅
を
締
め
く
く
る
も
の
で
あ
る
（
１９
）
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
詩
の
末
尾
に
現
れ
る
「
冀
公
」
す
な
わ
ち
冀
国
公
の
裴
冕
で
あ
る
。
裴
冕
は
こ
の
と
き
、
成
都
に
本
営
を
置
く
西
川
節
度
使
に
し
て
成
都
尹
を
兼
ね
、
い
わ
ば
こ
の
地
域
の
最
高
権
力
者
で
あ
っ
た
。
冀
公
（
裴
冕
）
が
現
れ
る
の
は
最
後
か
ら
四
句
目
で
あ
る
が
、
そ
の
伏
線
は
さ
ら
に
そ
の
四
句
前
ま
で
遡
る
。「
紆
余
脂
膏
地
、
慘
澹
豪

窟
。
仗
鉞
非
老
臣
、
宣
風
豈
專
達
。
冀
公
柱
石
姿
、
論
道
邦
国
活
。
斯
人
亦
何
幸
、
公
鎮
踰
歳
月
」
こ
の
豊
饒
な
土
地
が
広
が
り
、
野
心
的
な
人
材
の
巣
窟
で
も
あ
る
蜀
の
地
は
、
強
大
な
権
力
を
持
っ
た
老
臣
で
な
け
れ
ば
統
治
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
裴
冕
こ
そ
は
、
国
家
の
柱
石
と
し
て
そ
の
能
力
を
備
え
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
歳
余
に
亘
っ
て
統
治
さ
れ
た
蜀
の
民
衆
は
幸
福
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
裴
冕
の
功
績
を
讃
美
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
叙
景
を
主
体
と
す
る
一
連
の
成
都
紀
行
詩
の
中
に
あ
っ
て
、「
鹿
頭
山
」
詩
の
末
尾
に
現
れ
る
裴
冕
の
讃
美
は
余
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。
こ
の
十
二
首
か
ら
な
る
成
都
紀
行
詩
は
、
い
つ
ど
の
様
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
は
そ
の
旅
程
の
最
中
に
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
龍
門
山
の
閣
道
を
過
ぎ
た
時
に
「
龍
門
閣
」
詩
を
作
り
、
剣
門
を
通
っ
た
時
に
「
剣
門
」
詩
を
作
り
、
そ
し
て
鹿
頭
山
を
越
え
た
時
に
「
鹿
頭
山
」
詩
を
作
っ
た
の
だ
と
。
確
か
に
杜
甫
は
、
そ
の
時
ど
き
の
体
験
に
触
発
さ
れ
て
得
ら
れ
た
詩
句
を
、
そ
の
場
で
書
き
留
め
て
い
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
後
日
に
詩
篇
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
手
掛
24
か
り
で
あ
り
、
そ
の
時
に
立
ち
止
ま
っ
て
詩
篇
を
成
す
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、「
百
年
不
敢
料
、
一
墜
那
得
取
」（
百
年
の
命
を
思
う
余
裕
は
な
い
、
足
を
踏
み
外
し
た
ら
ば
そ
れ
で
終
わ
り
だ
）
と
描
か
れ
る
龍
門
山
の
閣
道
の
途
中
で
立
ち
止
ま
り
、
側
ら
に
停
め
た
家
族
と
家
財
を
載
せ
た
車
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
杜
甫
が
禿
筆
を
捻
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
、
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
紀
行
詩
は
、
成
都
で
旅
装
を
解
い
た
後
に
、
満
を
持
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
「
鹿
頭
山
」
詩
の
末
尾
に
現
れ
る
「
冀
公＝
裴
冕
」
の
讃
美
は
、
偶
然
の
産
物
で
は
な
く
、
周
到
な
配
慮
の
結
果
と
な
る
。
蜀
道
の
険
阻
が
尽
き
果
て
、
眼
下
に
成
都
平
野
が
一
望
で
き
る
鹿
頭
山
の
地
点
こ
そ
、
そ
の
成
都
平
野
を
光
被
す
る
「
冀
公＝
裴
冕
」
の
威
徳
を
讃
美
す
る
の
は
最
も
相
応
し
い
場
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
場
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
―
―
こ
の
成
都
紀
行
詩
は
、
古
来
名
高
い
険
阻
な
蜀
道
の
光
景
を
実
地
に
描
き
切
る
こ
と
を
主
題
に
据
え
た
画
期
的
な
文
学
で
あ
る
（
２０
）
。
杜
甫
は
、
作
中
に
裴
冕
の
名
前
を
し
か
と
書
き
込
ん
だ
上
で
、
そ
の
野
心
的
な
文
学
的
成
果
を
手
土
産
に
、
成
都
の
実
力
者
で
あ
る
「
冀
公＝
裴
冕
」
に
干
謁
し
た
。
そ
も
そ
も
「
鹿
頭
山
」
詩
と
、
こ
れ
を
含
ん
だ
成
都
紀
行
詩
は
、
直
接
の
動
機
に
即
し
て
言
え
ば
、
裴
冕
に
支
援
を
期
待
し
て
、
彼
に
対
す
る
干
謁
の
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
制
作
の
場
は
、
成
都
の
当
初
の
寓
居
と
な
っ
た
仏
寺
の
宿
坊
で
あ
る
。
杜
甫
は
そ
こ
で
裴
冕
の
評
判
を
聞
き
知
っ
て
、
同
谷
成
都
紀
行
詩
の
第
一
一
首
「
鹿
頭
山
」
に
裴
冕
讃
美
の
言
辞
を
織
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
※
附
言
す
れ
ば
、
杜
甫
の
接
触
は
裴
冕
を
頂
点
と
し
て
、
様
々
な
方
面
に
向
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
都
府
に
勤
め
る
表
弟
の
王
十
五
司
馬
に
も
、
直
ち
に
成
都
到
着
の
知
ら
せ
を
入
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
合
理
的
に
推
測
す
れ
ば
、
杜
甫
は
、
裴
冕
の
直
属
の
部
下
で
あ
る
王
十
五
司
馬
を
通
し
て
、
裴
冕
に
干
謁
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
都
尹
の
裴
冕
に
と
っ
て
、
側
近
は
長
史
に
つ
い
で
司
馬
で
あ
り
、
裴
冕
と
王
十
五
司
馬
は
い
わ
ば
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
成
都
の
北
五
〇
キ
ロ
余
り
の
彭
州
の
刺
史
で
あ
っ
た
高
適
に
も
成
都
到
着
を
す
ぐ
に
伝
え
た
は
ず
で
あ
り
、
高
適
か
ら
返
事
の
詩
も
間
も
な
く
届
い
た
。
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
杜
甫
の
「
酬
高
使
君
相
贈
」
詩
は
、
そ
の
時
の
酬
答
の
作
で
あ
る
。
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杜
甫
の
接
触
に
対
し
て
裴
冕
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か
、
そ
れ
を
示
す
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
（
従
っ
て
以
下
の
推
論
は
、
す
べ
て
が
推
測
の
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
推
測
の
議
論
は
、
そ
れ
以
外
に
あ
り
得
な
い
論
理
の
必
然
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
空
論
で
は
な
い
）。
し
か
し
裴
冕
の
反
応
を
考
え
る
前
に
、
こ
れ
に
先
立
つ
杜
甫
と
裴
冕
と
の
関
係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
裴
冕
（
？
〜
７７０
）
は
、
天
宝
の
初
め
、
門
蔭
に
よ
っ
て
渭
南
縣
尉
と
な
る
。
御
史
中
丞
の
王

に
賞
識
さ
れ
て
殿
中
侍
御
史
と
な
る
。
河
西
節
度
使
哥
舒
翰
に
辟
召
さ
れ
て
行
軍
司
馬
と
な
る
。
天
宝
一
五
載
（
七
五
六
）、
蜀
に
蒙
塵
し
た
玄
宗
に
よ
っ
て
御
史
中
丞
に
任
ぜ
ら
れ
、
太
子
李
亨
に
侍
従
す
る
。
杜
鴻
漸
ら
と
説
い
て
、
太
子
を
即
位
（
粛
宗
）
さ
せ
、
中
書
侍
郎
と
し
て
宰
相
職
に
当
た
る
。
戦
費
調
達
の
た
め
に
官
爵
や
仏
僧
道
士
の
資
格
を
売
っ
た
が
、
そ
の
施
策
を
批
判
さ
れ
、
七
五
七
年
三
月
、
宰
相
職
を
解
か
れ
て
尚
書
右
僕
射
と
な
る
。
長
安
・
洛
陽
が
回
復
さ
れ
た
後
（
七
五
八
）、
冀
国
公
（
実
封
五
百
戸
）
に
封
ぜ
ら
れ
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
六
月
に
成
都
尹
・
剣
南
西
川
節
度
使
と
し
て
成
都
に
赴
任
す
る
。
翌
年
三
月
、
李
若
幽
と
交
代
で
長
安
に
召
還
さ
れ
て
、
尚
書
右
僕
射
に
就
任
。
七
六
二
年
九
月
、
施
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
、
数
箇
月
に
し
て
州
刺
史
に
量
移
さ
れ
、
七
六
四
（
広
徳
二
年
）
二
月
、
そ
の
後
尚
書
左
僕
射
兼
御
史
大
夫
と
し
て
召
還
さ
れ
る
。
杜
甫
が
裴
冕
と
間
近
か
に
い
た
の
は
、
鳳
翔
の
行
在
所
に
杜
甫
が
馳
せ
参
じ
た
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
五
月
以
降
、
ま
た
杜
甫
が
華
州
司
功
参
軍
に
左
遷
さ
れ
た
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
六
月
以
前
の
約
一
年
間
で
あ
る
。
杜
甫
は
、
房
黨
の
人
物
と
し
て
上
皇
（
玄
宗
）
に
連
な
る
立
場
に
お
り
、
裴
冕
は
、
粛
宗
を
皇
帝
に
推
戴
し
た
張
本
人
と
し
て
粛
宗
与
党
の
、
相
い
対
立
す
る
人
脈
に
あ
っ
た
。
し
か
し
裴
冕
は
こ
の
時
す
で
に
宰
相
職
を
免
ぜ
ら
れ
て
閑
職
に
お
り
、
心
理
的
に
は
、
粛
宗
与
党
と
し
て
の
意
識
は
薄
ら
い
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
裴
冕
は
、
こ
の
杜
甫
の
こ
と
を
確
実
に
認
識
し
て
い
た
。
杜
甫
は
至
徳
二
載
五
月
一
六
日
、
長
安
を
脱
出
し
て
鳳
翔
の
行
在
所
に
駆
け
付
け
、
左
拾
遺
（
従
八
品
上
）
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
品
階
は
低
い
が
、
供
奉
官
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
官
で
あ
り
、
注
目
の
人
事
で
26
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
も
杜
甫
は
就
任
早
々
に
、
房
が
宰
相
を
罷
免
さ
れ
た
こ
と
に
抗
議
し
て
諫
言
し
、
粛
宗
の
逆
鱗
に
触
れ
る
。
尚
書
省
の
刑
部
・
御
史
台
・
代
理
寺
の
三
司
合
同
の
査
問
委
員
会
に
か
け
ら
れ
て
、
極
刑
の
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
宰
相
張
鎬
・
御
史
大
夫
韋
陟
ま
た
崔
光
遠
・
顔
真
卿
等
の
弁
護
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
許
さ
れ
る
と
い
う
大
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。
裴
冕
は
、
房
の
宰
相
罷
免
が
自
分
自
身
の
境
遇
と
相
い
類
す
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
必
ず
や
杜
甫
の
存
在
を
認
知
す
る
こ
と
に
な
っ
た
相
違
あ
る
ま
い
。
―
―
と
は
言
え
、
裴
冕
は
宰
相
も
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
粛
宗
朝
の
権
臣
、
一
方
の
杜
甫
は
異
例
の
抜
擢
を
も
っ
て
左
拾
遺
と
な
っ
た
新
参
者
、
両
者
の
間
に
親
交
が
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
華
州
司
功
参
軍
を
免
ぜ
ら
れ
（
２１
）
、
官
職
を
失
っ
て
放
浪
の
は
て
に
成
都
に
辿
り
着
い
た
杜
甫
に
す
れ
ば
、
こ
の
成
都
の
最
高
権
力
者
は
、
今
や
「
大
切
な
知
人
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
七
「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
可
能
性
本
稿
は
、
杜
甫
の
草
堂
造
営
に
当
た
っ
て
、
裴
冕
が
中
心
的
な
支
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
予
想
す
る
立
場
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
論
者
（
杜
詩
注
釈
者
）
は
、
従
来
、
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、「
裴
冕＝
草
堂
造
営
の
支
援
者
」
と
い
う
推
測
が
奇
想
天
外
な
思
い
付
き
で
は
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
で
裴
冕
に
明
示
的
に
言
及
す
る
の
は
「
鹿
頭
山
」
詩
の
み
で
あ
り
、
肝
腎
の
草
堂
造
営
に
ま
つ
わ
る
詩
に
そ
の
名
前
が
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
裴
冕
が
い
る
と
す
れ
ば
、
固
有
人
名
を
用
い
な
い
表
現
の
中
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
草
堂
造
営
時
期
の
詩
で
、
不
特
定
者
を
示
す
「
主
人
」「
故
人
」
の
語
を
用
い
た
詩
を
書
き
出
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
「
主
人
」
の
例
。
卜
居
卜
居
杜
甫
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浣
花
渓
水
水
西
頭
、
主
人
為
卜
林
塘
幽
。
浣
花
渓
水
水
の
西
頭
、
主
人
為
に
卜
す
林
塘
の
幽
。
已
知
出
郭
少
塵
事
、
更
有
澄
江
銷
客
愁
。
已
に
知
る
郭
を
出
で
て
塵
事
の
少
き
を
、
更
に
澄
江
の
客
愁
を
銷
す
有
り
。
無
数
蜻
蜒
齊
上
下
、
一
双
對
沈
浮
。
無
数
の
蜻
蜒
齊
し
く
上
下
し
、
一
双
の
對
し
て
沈
浮
す
。
東
行
萬
里
堪
乘
興
、
須
向
山
陰
入
小
舟
。
東
行
萬
里
興
に
乘
ず
る
に
堪
へ
た
り
、
須
く
山
陰
に
向
ひ
て
小
舟
に
入
る
べ
し
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
以
下
に
示
す
三
例
は
、
支
援
者
を
「
故
人
」
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

酬
高
使
君
相
贈
高
使
君
の
相
ひ
贈
る
に
酬
ゆ
杜
甫
古
寺
僧
牢
落
、
空
房
客
寓
居
。
古
寺
僧
は
牢
落
、
空
房
客
は
寓
居
。
故
人
供
禄
米
、
鄰
舍
与
園
蔬
。
故
人
禄
米
を
供
し
、
鄰
舍
園
蔬
を
与
ふ
。
双
樹
容
聴
法
、
三
車
肯
載
書
。
双
樹
法
を
聴
く
を
容
し
、
三
車
肯
て
書
を
載
す
。
草
玄
吾
豈
敢
、
賦
或
似
相
如
。
玄
を
草
す
る
は
吾
豈
に
敢
て
せ
ん
、
賦
は
或
は
相
如
に
似
た
り
。
こ
の
詩
（
前
掲
）
は
、
杜
甫
が
成
都
に
到
着
し
て
ほ
ど
な
い
時
期
の
作
で
あ
る
。
杜
甫
は
ま
だ
仏
寺
に
寓
居
し
て
、
草
堂
の
造
営
に
着
手
し
て
い
な
い
。
日
用
の
米
は
「
故
人
」
が
提
供
し
て
く
れ
る
し
、
蔬
菜
は
隣
近
所
が
届
け
て
く
れ
る
。
周
囲
の
人
々
の
支
え
を
得
て
、
秦
州
や
同
谷
の
寓
居
に
は
な
か
っ
た
安
ら
ぎ
が
こ
の
詩
に
は
感
得
さ
れ
る
。
―
―
と
こ
ろ
で
仇
注
（
卷
九
）
は
王
嗣
『
杜
臆
』
に
「
故
人
当
指
裴
冕
」
と
あ
る
の
を
引
用
す
る
が
、「
禄
米
」
の
提
供
ぐ
ら
い
な
ら
ば
、
あ
え
て
大
官
の
裴
冕
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
良
か
ろ
う
。
裴
冕
で
も
悪
く
な
い
が
、「
故
人
」
と
あ
る
の
で
、
杜
甫
と
個
人
レ
ベ
ル
の
関
係
に
あ
る
王
十
五
司
馬
で
あ
っ
た
ほ
う
が
28
こ
の
詩
に
は
相
応
し
い
。

狂
夫
狂
夫
杜
甫
萬
里
橋
西
一
草
堂
、
百
花
潭
水
即
滄
浪
。
萬
里
橋
西
一
草
堂
、
百
花
潭
水
即
ち
滄
浪
。
風
含
翠
篠
娟
娟
淨
、
雨
紅
冉
冉
香
。
風
は
翠
篠
を
含
み
て
娟
娟
と
淨
ら
か
に
、
雨
は
紅
を
う
る
ほ
し
て
冉
冉
と
香
し
。
厚
禄
故
人
書
斷
絶
、
恒
飢
稚
子
色
凄
凉
。
厚
禄
の
故
人
書
断
絶
、
恒
飢
の
稚
子
色
凄
凉
。
欲
填
溝
壑
惟
疎
放
、
自
笑
狂
夫
老
更
狂
。
溝
壑
を
填
め
ん
と
欲
し
て
惟
だ
疎
放
、
自
ら
笑
ふ
狂
夫
老
ひ
て
更
に
狂
な
り
と
。
〔
大
意
〕
萬
里
橋
の
西
な
る
小
さ
な
草
堂
、
そ
の
旁
ら
の
百
花
潭
こ
そ
隠
遁
の
世
界
を
流
れ
る
滄
浪
だ
。
風
は
緑
の
笹
を
吹
い
て
清
ら
か
に
そ
よ
ぎ
、
雨
は
赤
い
蓮
の
花
を
潤
し
て
馥
し
い
香
り
を
く
ゆ
ら
せ
る
。
高
禄
を
受
け
取
る
友
人
か
ら
は
、
便
り
が
途
絶
え
、
い
つ
も
腹
を
空
か
せ
る
わ
が
子
は
、
元
気
も
で
な
い
。
野
垂
れ
死
の
間
際
に
あ
る
と
い
う
の
に
、
自
分
は
ず
ぼ
ら
。
自
分
で
も
、
年
取
っ
て
い
よ
い
よ
勝
手
気
儘
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
苦
笑
を
禁
じ
得
な
い
の
だ
。
こ
の
詩
で
は
杜
甫
は
す
で
に
草
堂
に
住
ん
で
い
る
。「
紅
」
が
咲
い
て
い
る
か
ら
、
も
う
夏
に
な
っ
て
い
る
。
仇
注
（
卷
九
）
は
や
は
り
王
嗣
『
杜
臆
』
を
引
用
し
て
「
故
人
必
有
所
指
、
但
謂
裴
冕
則
非
。
堂
既
成
後
、
冕
方
去
蜀
也
」
と
す
る
。
裴
冕
は
、
三
月
に
後
任
の
李
若
幽
と
交
代
し
て
長
安
に
帰
っ
て
い
る
の
で
、
穏
当
な
判
断
で
あ
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
裴
冕
の
よ
う
な
大
官
に
「
故
人
」
の
称
は
相
応
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

江
村
江
村
杜
甫
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清
江
一
曲
抱
邨
流
、
長
夏
江
邨
事
事
幽
。
清
江
一
曲
邨
を
抱
き
て
流
る
、
長
夏
江
邨
事
事
幽
な
り
。
お
の
づ
か
自
去
自
来
梁
上
燕
、
相
親
相
近
水
中

。
自
ら
去
り
自
ら
来
た
る
梁
上
の
燕
、
相
ひ
親
し
み
相
ひ
近
づ
く
水
中
の

。
つ
く
老
妻
畫
紙
為
棊
局
、
稚
子
敲
針
作
釣
鈎
。
老
妻
は
紙
に
畫
き
て
棊
局
を
為
り
、
稚
子
は
針
を
敲
き
て
釣
鈎
を
作
る
。
但
有
故
人
供
禄
米
（
２２
）
、
微
此
外
更
何
求
。
但
だ
故
人
の
禄
米
を
供
す
る
有
り
、
微
此
の
外
に
更
に
何
を
か
求
め
ん
。
〔
大
意
〕
清
ん
だ
錦
江
が
、
村
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
流
れ
、
夏
の
日
は
、
川
辺
の
村
は
何
も
か
も
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
る
。
梁
に
巣
を
か
け
た
燕
は
、
飛
び
去
っ
て
は
ま
た
来
た
り
、
水
を
泳
ぐ

は
、
ど
も
ま
で
も
人
に
近
寄
っ
て
く
る
。
老
妻
は
、
紙
に
書
い
て
碁
盤
を
作
り
、
わ
が
子
は
針
を
敲
い
て
釣
り
針
を
作
る
。
友
人
が
禄
米
を
分
け
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
に
は
こ
れ
以
上
何
も
要
ら
な
い
。
前
の

「
狂
夫
」
と
同
じ
頃
の
作
で
あ
る
。
同
じ
く
「
故
人
」
が
現
れ
、
し
か
も
こ
こ
で
は
す
で
に
「
禄
米
」
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
前
詩

を
「
故
人
」
に
送
り
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
返
事
の
手
紙
と
一
緒
に
「
禄
米
」
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
こ
の
詩
は
綴
る
も
の
だ
ろ
う
。
―
―
し
か
も
成
都
当
初
の
「
酬
高
使
君
相
贈
」
詩
に
「
故
人
供
禄
米
」
と
あ
る
の
と
、
こ
の
「
江
村
」
詩
の
「
但
有
故
人
供
禄
米
」
と
は
同
趣
で
あ
る
。
こ
の
三
篇
「
酬
高
使
君
相
贈
」「
狂
夫
」「
江
村
」
に
見
え
る
、
杜
甫
を
心
配
し
て
「
禄
米
」
を
届
け
て
く
れ
る
「
故
人
」
は
、
恐
ら
く
同
じ
人
物
で
あ
る
。
強
い
て
一
人
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
杜
甫
の
表
弟
の
王
十
五
司
馬
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
卜
居
」
詩
の
「
浣
花
渓
水
水
西
頭
、
主
人
為
卜
林
塘
幽
」
に
見
え
る
「
主
人
」
に
つ
い
て
は
、「
故
人
」
の
よ
う
な
特
定
の
交
遊
関
係
が
前
提
と
な
ら
ず
、
ま
た
「
禄
米
」
の
分
与
の
よ
う
な
個
別
具
体
的
な
支
援
の
内
容
が
示
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
至
っ
て
曖
昧
な
言
い
方
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
い
て
「
主
人
」
は
、
相
手
を
尊
者
と
し
て
重
ん
ず
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
べ
き
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
従
来
の
「
裴
冕＝
草
堂
造
営
の
支
援
者
」
説
を
唱
え
る
論
者
が
最
た
る
根
拠
と
す
る
の
も
、
こ
の
「
ト
30
居
」
詩
と
な
っ
て
い
る
。
八
「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
隆
替

「
主
人＝
裴
冕
」
説
『
九
家
集
注
杜
詩
』
卷
二
一
「
卜
居
」
の
題
下
注
に
鮑
慎
由
（
２３
）
の
説
を
次
の
よ
う
に
引
く
。「
上
元
元
年
歳
次
庚
子
、
公
年
四
十
九
、
在
成
都
。
剣
南
節
度
使
裴
冕
、
為
卜
成
都
西
郭
浣
花
渓
作
草
堂
居
焉
。
所
謂
主
人
為
卜
林
塘
幽
、
是
也
。
前
注
為
厳
武
、
非
是
」。
す
な
わ
ち
、
剣
南
節
度
使
の
裴
冕
が
、
杜
甫
の
た
め
に
成
都
の
西
の
郭
外
の
浣
花
渓
に
草
堂
を
造
っ
て
杜
甫
を
住
ま
わ
せ
た
と
見
て
、
こ
の
「
主
人
」
を
裴
冕
と
判
断
し
た
。
ち
な
み
に
「
主
人＝
厳
武
」
を
唱
え
る
前
注
と
は
、
王
洙
注
で
あ
る
が
、
厳
武
の
成
都
尹
着
任
は
一
年
半
後
の
上
元
二
年
（
七
六
一
）
一
〇
月
で
あ
る
の
で
、
厳
武
の
可
能
性
は
な
い
。
ま
た
黄
鶴
『
補
注
杜
詩
』
卷
二
一
「
卜
居
」
も
、
題
下
注
に
鮑
慎
由
の
説
を
同
様
に
引
用
し
、
そ
の
上
で
黄
鶴
は
「
補
注
」
に
お
い
て
「
公
至
成
都
時
、
裴
冕
為
節
度
、
已
為
卜
居
浣
花
渓
上
寺
。
今
云
「
主
人
」
指
裴
冕
也
」
と
述
べ
て
、「
主
人＝
裴
冕
」
説
を
確
認
し
て
い
る
。
宋
代
の
注
は
、
逸
名
『
分
門
集
注
杜
工
部
詩
』（
巻
七
「
卜
居
」）・
蔡
夢
弼
『
草
堂
詩
箋
』（
巻
一
八
「
卜
居
」）・
逸
名
『
集
千
家
注
杜
工
部
詩
集
』（
卷
七
「
卜
居
」）
な
ど
も
鮑
慎
由
を
引
用
す
る
こ
と
で
揆
を
一
に
し
（
２４
）
、
こ
れ
よ
り
清
朝
に
至
る
ま
で
「
主
人＝
裴
冕
」
説
は
通
説
の
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
否
定
こ
れ
に
対
し
て
正
面
か
ら
異
議
を
唱
え
る
の
は
、
清
朝
の
朱
鶴
齢
『
杜
工
部
詩
集
輯
注
』・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
で
あ
る
。
朱
鶴
齡
『
杜
工
部
詩
集
輯
注
』
に
は
、
ま
ず
鮑
慎
由
の
所
見
「
主
人
、
裴
冕
也
。
旧
注
作
厳
武
、
非
」
を
引
用
し
、
こ
れ
を
次
の
よ
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う
に
反
駁
す
る
。「
按
、『
史
』
上
元
元
年
三
月
、
李
若
幽
代
裴
冕
為
成
都
尹
、
此
云
「
主
人
」、
恐
只
是
地
主
、
并
非
冕
也
」。
す
な
わ
ち
史
書
に
は
、
上
元
元
年
三
月
に
李
若
幽
が
裴
冕
と
交
代
し
て
成
都
尹
と
な
る
記
し
て
お
り
（
２５
）
、
草
堂
を
造
営
中
の
三
月
に
は
裴
冕
は
成
都
を
去
っ
て
い
る
の
で
、
裴
冕
の
可
能
性
は
な
い
。
こ
の
「
主
人
」
は
、
草
堂
の
敷
地
の
所
有
者
を
指
す
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
が
朱
鶴
齡
の
解
釈
で
あ
る
。
―
―
し
か
し
こ
の
朱
鶴
齡
の
解
釈
は
、
十
分
な
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
草
堂
の
造
営
が
始
ま
っ
た
時
に
裴
冕
が
成
都
尹
で
あ
れ
ば
、「
主
人＝
裴
冕
」
説
は
成
り
立
ち
う
る
。
そ
の
後
に
成
都
尹
が
李
若
幽
に
交
代
し
て
も
、「
卜
居
」
詩
は
す
で
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
三
月
は
、
長
安
で
李
若
幽
が
成
都
尹
に
任
命
さ
れ
た
時
で
あ
り
、
彼
が
着
任
す
る
ま
で
、
裴
冕
は
ま
だ
し
ば
ら
く
成
都
尹
に
留
任
し
て
い
た
。
一
方
、
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
卷
九（「
卜
居
」
題
下
注
）
は
、
朱
鶴
齡
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
顧
宸
の
説
を
引
用
す
る
形
で
「
主
人
＝
裴
冕
」
説
に
対
す
る
駁
論
を
展
開
す
る
。
按：
顧
（
宸
）
注
…
…
黄
鶴
・
鮑
欽
止
皆
云
、
剣
南
節
度
使
裴
冕
為
公
卜
成
都
草
堂
以
居
之
。
此
説
無
據
。
裴
若
為
公
結
廬
、
則
詩
題
当
特
標
裴
冀
公
、
而
詩
中
亦
不
当
以
「
主
人
卜
林
塘
」
一
句
軽
敘
矣
。
如
王
判
官
遺
草
堂
貲
、
公
必
載
之
、
又
如
厳
鄭
公
酒
饌
来
、
亦
必
亟
稱
之
。
何
况
為
公
卜
居
耶
。
其
説
不
信
矣
。
黄
鶴
（『
補
注
杜
詩
』）
と
鮑
慎
由
（
字
は
欽
之
）
が
言
う
に
は
、
剣
南
節
度
使
の
裴
冕
が
杜
甫
の
た
め
に
草
堂
を
作
っ
て
住
ま
わ
せ
た
。
し
か
し
こ
の
説
に
は
根
拠
が
な
い
。
も
し
裴
冕
が
杜
甫
の
た
め
に
草
堂
を
造
っ
た
と
す
れ
ば
、
詩
題
に
裴
冀
公
（
冀
国
公
裴
冕
）
を
明
記
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
詩
中
で
も
「
主
人
が
林
と
池
の
間
に
草
堂
を
造
っ
た
」
と
い
う
軽
い
述
べ
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
王
判
官
が
草
堂
造
営
の
資
金
を
贈
っ
た
時
に
は
、
杜
甫
は
忘
れ
ず
に
そ
れ
を
記
し
、
鄭
国
公
厳
武
が
酒
と
料
理
を
携
え
て
訪
れ
た
時
に
も
、
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し
っ
か
り
と
述
べ
て
い
る
。ま
し
て
杜
甫
の
た
め
に
草
堂
を
造
っ
て
住
ま
わ
せ
た
の
で
あ
る
。こ
の
裴
冕
説
に
は
、信
憑
性
が
な
い
（
２６
）
。―
―
仇
兆
鰲
は
顧
宸
の
説
を
引
い
て
、
杜
甫
が
友
人
の
恩
義
を
忘
れ
ず
、
詩
に
具
体
的
に
そ
の
恩
義
を
書
き
記
す
篤
実
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
具
体
例
を
も
っ
て
指
摘
し
て
、「
主
人＝
裴
冕
」
説
を
否
定
す
る
。
朱
鶴
齡
以
上
に
説
得
力
の
あ
る
反
証
と
な
っ
て
い
る
。
仇
兆
鰲
は
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
め
て
、
独
自
の
「
主
人＝
草
堂
の
主
人
と
な
る
杜
甫
自
身
」
説
を
次
の
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。
主
人
公
自
謂
。
為
卜
者
、
為
此
而
卜
居
也
。
此
從
浣
花
渓
敘
入
、
即
可
稱
「
花
渓
主
人
」、
後
帰
成
都
詩
云
「
錦
里
逢
迎
有
主
人
」
亦
可
稱
「
錦
里
主
人
」
矣
。
「
主
人
」
は
、
杜
甫
自
身
の
こ
と
を
言
う
。「
為
に
卜
す
」
と
は
自
分
の
た
め
に
住
い
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
浣
花
渓
を
端
緒
と
す
る
か
ら
、
杜
甫
は
い
わ
ば
「
花
渓
の
主
人
」
で
あ
る
。
ま
た
後
年
、
久
し
振
り
に
成
都
に
帰
っ
て
き
た
時
に
「
錦
里
の
逢
迎
に
主
人
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
な
ら
ば
「
錦
里
の
主
人
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
―
―
仇
兆
鰲
は
、「
錦
里
逢
迎
有
主
人
」（「
将
赴
成
都
草
堂
途
中
有
作
先
寄
厳
鄭
公
五
首
」
其
二
）
の
「
主
人
」
が
確
実
に
「
草
堂
の
主
人
で
あ
る
杜
甫
自
身
」
の
こ
と
を
指
す
用
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
（
２７
）
、「
卜
居
」
詩
の
「
主
人
」
も
杜
甫
自
身
を
指
す
用
法
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
情
義
の
人
で
あ
る
杜
甫
が
、
裴
冕
が
草
堂
の
造
営
者
で
あ
る
な
ら
ば
彼
の
名
を
逸
す
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
指
摘
、
ま
た
自
身
を
草
堂
の
主
人
と
す
る
確
か
な
可
能
性
の
指
摘
、
し
か
も
加
え
て
仇
注
一
般
の
影
響
力
の
大
き
さ
も
手
伝
っ
て
、
こ
の
「
主
人＝
草
堂
の
主
人
と
な
る
杜
甫
自
身
」
説
は
、
今
や
有
力
説
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
仇
注
に
異
を
唱
え
る
こ
と
を
も
っ
て
快
意
と
す
る
浦
起
龍
『
読
杜
心
解
』
も
「
卜
居
」（
巻
四
之
一
）
で
は
「
黄
・
鮑
皆
云
、
剣
南
節
度
為
公
卜
居
。
無
據
」
と
述
べ
、「
仇
注：
主
人
、
自
謂
」
と
祖
述
す
る
の
は
、
そ
の
影
響
力
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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仇
兆
鰲
の
説
は
、
便
宜
的
に
二
つ
に
分
け
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
否
定
、
も
う
一
つ
は
「
主
人
＝
杜
甫
自
身
」
説
の
提
唱
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
定
説
と
し
て
の
地
位
を
築
く
。
ま
た
後
者
も
、
有
力
な
説
と
し
て
継
承
さ
れ
る
（
２８
）
。
こ
の
う
ち
「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
否
定
を
、
近
代
的
な
学
術
研
究
の
中
で
確
認
・
継
承
し
た
の
が
、
聞
一
多
『
少
陵
先
生
年
譜
会
箋
』
（
湖
北
人
民
出
版
社
『
聞
一
多
全
集
』
第
六
冊
一
六
三
頁
）
で
あ
る
。
王
嗣
『
杜
臆
』
は
故
人
を
裴
冕
と
見
る
が
、
恐
ら
く
は
正
し
く
な
い
。
後
に
見
え
る
「
卜
居
」
詩
に
「
主
人
為
卜
林
塘
幽
」
と
あ
り
、
黄
鶴
・
鮑
慎
由
（
字
は
欽
之
）
ら
は
皆
な
裴
冕
と
す
る
。
顧
宸
曰
く
「
裴
冕
が
も
し
杜
甫
の
た
め
に
廬
を
結
ん
だ
な
ら
ば
、
詩
題
に
冀
公
を
明
記
す
る
だ
ろ
う
し
、
詩
中
で
も
主
人
卜
林
塘
の
一
句
の
よ
う
な
軽
い
扱
い
を
し
な
い
だ
ろ
う
」。
按
ず
る
に
、
顧
説
は
正
し
い
。
史
書
に
は
裴
冕
は
無
学
で
あ
り
、
財
貨
に
貪
欲
と
称
さ
れ
、
そ
の
人
と
為
り
は
鄙
陋
で
あ
っ
た
。
杜
甫
の
理
解
者
で
は
な
か
ろ
う
。
後
に
「
寄
裴
施
州
」
詩
が
あ
る
が
、
朱
鶴
齡
は
別
人
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
て
い
る
（
２９
）
。
と
す
れ
ば
杜
甫
と
裴
冕
は
終
始
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
馮
至
『
杜
甫
伝
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）
も
、
聞
一
多
を
継
承
す
る
よ
う
で
あ
る
。
杜
甫
が
成
都
に
き
た
と
き
、
裴
冕
が
成
都
尹
で
剣
南
西
川
節
度
使
を
兼
ね
て
い
た
。
裴
冕
は
玄
宗
の
時
に
王

と
結
託
し
、
晩
年
代
宗
の
と
き
に
は
ま
た
李
輔
国
と
李
元
載
に
取
入
る
と
い
う
、
手
段
を
え
ら
ば
ず
、
た
だ
自
分
の
出
世
の
み
を
求
め
た
た
ち
の
官
僚
で
、
ま
た
馬
嵬
事
変
後
に
六
度
も
上
奏
し
て
粛
宗
を
皇
帝
の
位
に
即
く
よ
う
推
戴
し
た
人
物
で
あ
る
。
広
い
意
味
で
は
ま
さ
に
房
お
よ
び
そ
の
友
人
た
ち
の
反
対
党
で
あ
っ
た
。
杜
甫
の
註
釈
者
は
杜
甫
が
そ
の
詩
句
の
中
で
再
三
再
四
『
主
人
』
と
よ
び
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か
け
て
い
る
の
は
つ
ま
り
裴
冕
の
こ
と
だ
と
い
う
が
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
同
意
す
べ
き
十
分
な
理
由
を
も
っ
て
い
な
い
。
た
だ
裴
冕
の
幕
僚
の
な
か
に
杜
甫
の
友
人
親
族
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
彼
の
い
と
こ
孫
杜
濟
こ
そ
裴
冕
の
側
近
で
日
の
出
の
勢
い
だ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
親
族
は
多
少
と
も
彼
に
若
干
の
経
済
的
援
助
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
裴
冕
と
の
直
接
の
交
際
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
裴
冕
の
支
配
地
域
内
に
来
た
か
ら
に
は
、
紀
行
詩
「
鹿
頭
山
」
の
な
か
に
四
句
の
詩
で
裴
氏
に
へ
つ
ら
わ
ぬ
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
こ
う
し
た
心
づ
か
い
は
い
と
も
憐
れ
と
い
う
ほ
か
な
い
。
だ
が
彼
が
成
都
に
つ
い
て
の
ち
は
も
は
や
一
句
で
も
裴
冕
に
関
係
し
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
裴
冕
は
翌
年
（
七
六
〇
）
三
月
に
は
成
都
を
去
り
、
李
若
幽
が
成
都
尹
の
後
任
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
橋
川
時
雄
訳
『
杜
甫
―
詩
と
生
涯
―
』
一
五
一
頁
、
筑
摩
叢
書
一
九
七
七
年
）

再
び
「
主
人＝
裴
冕
」
説
朱
鶴
齡
・
仇
兆
鰲
か
ら
聞
一
多
へ
と
「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
否
定
論
が
力
強
く
継
承
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
が
定
説
と
し
て
確
乎
た
る
地
位
を
築
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
近
年
に
な
っ
て
、「
主
人＝
裴
冕
」
説
は
や
や
復
活
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
蕭
滌
非
『
杜
甫
研
究
・
下
巻
』
一
〇
五
頁
「
卜
居
」（
山
東
人
民
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
は
、
積
極
的
に
「
主
人＝
裴
冕
」
説
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
仇
兆
鰲
の
「
主
人＝
杜
甫
自
身
」
説
を
否
定
し
て
、
裴
冕
も
し
く
は
裴
冕
に
相
当
す
る
成
都
の
実
力
者
を
想
定
す
る
。
裴
冕
を
明
示
す
る
資
料
が
存
在
し
な
い
以
上
、
蕭
滌
非
説
は
、
学
問
的
客
観
性
を
遵
守
し
つ
つ
最
も「
主
人＝
裴
冕
」
説
の
近
く
ま
で
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
主
人
は
、
黄
鶴
ら
は
剣
南
節
度
使
裴
冕
を
指
す
と
見
る
。
し
か
し
顧
宸
は
こ
の
説
に
根
拠
は
な
い
と
し
て
、「
も
し
裴
冕
が
杜
甫
の
た
め
に
草
堂
を
造
っ
た
と
す
れ
ば
、
詩
題
に

冀
公
（
冀
国
公
裴
冕
）
を
記
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
詩
中
で
も
「
主
人
が
林
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池
の
間
に
草
堂
を
造
っ
た
」
と
い
う
軽
い
述
べ
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
。
仇
兆
鰲
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「「
主
人
」
は
、
杜
甫
自
身
の
こ
と
を
言
う
。「
為
に
卜
す
」
と
は
自
分
の
た
め
に
住
い
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
浣
花
渓
を
端
緒
と
す
る
か
ら
、
杜
甫
は
い
わ
ば
「
花
渓
の
主
人
」
と
な
る
。
ま
た
後
年
、
久
し
振
り
に
成
都
に
帰
っ
て
き
た
時
に
「
錦
里
の
迎
に
主
人
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
な
ら
ば
「
錦
里
の
主
人
」
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
。
按
ず
る
に
、
作
品
全
体
の
語
気
を
読
め
ば
、「
主
人
」
は
特
定
の
人
物
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
杜
甫
が
成
都
に
到
着
し
た
直
後
は
、
貧
窮
し
て
い
た
に
相
違
な
く
、
林
塘
は
閑
静
だ
っ
た
と
し
て
も
、
独
力
で
草
堂
を
造
る
こ
と
は
難
し
だ
ろ
う
。
主
人
は
、
裴
冕
と
決
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
人
物
が
い
た
は
ず
で
あ
り
、
杜
甫
自
身
を
指
す
と
は
到
底
思
え
な
い
。（
杜
甫
は
草
堂
で
、
一
花
一
木
、
す
べ
て
詩
を
作
っ
て
そ
れ
と
引
き
替
え
に
人
々
か
ら
調
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
良
い
立
地
を
、
ど
う
し
て
杜
甫
が
好
き
勝
手
に
占
領
で
き
る
も
の
か
）。
ま
た
「
主
人＝
裴
冕
」
説
を
最
も
熱
心
に
主
張
す
る
の
は
陳
貽
『
杜
詩
評
伝
・
中
巻
』
六
四
三
頁
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
で
あ
る
。
「
卜
居
」
の
第
二
句
「
主
人
為
卜
林
塘
幽
」
に
つ
い
て
、
黄
鶴
と
鮑
欽
之
ら
は
杜
甫
の
た
め
に
卜
居
し
た
「
主
人
」
は
「
故
人
供
禄
米
」（
松
原
注：
杜
甫
「
酬
高
使
君
相
贈
」
詩
）
の
「
故
人
」
と
同
じ
で
、
裴
冕
だ
と
す
る
（
３０
）
。
顧
注
（
松
原
注：
仇
注
所
引
）
は
、
こ
の
説
に
は
根
拠
が
な
い
と
す
る
。
仇
注
は
「
主
人
」
を
杜
甫
自
身
と
見
る
。
施
鴻
保
（
松
原
注：
『
読
杜
詩
説
』
巻
九
）
が
「
今
按
ず
る
に
、
杜
甫
が
同
谷
に
あ
っ
て
非
常
に
窮
乏
し
、
妻
子
を
伴
っ
て
は
る
ば
る
と
蜀
ま
で
や
っ
て
き
た
。
故
人
が
少
し
禄
米
を
提
供
し
た
ぐ
ら
い
で
、
草
堂
を
作
る
だ
け
の
資
力
が
持
て
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
黄
鶴
・
鮑
欽
之
の
説
は
間
違
い
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
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た
と
い
裴
冕
が
ひ
と
り
で
草
堂
を
造
営
し
た
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
ま
ず
資
金
を
提
供
し
た
、
だ
か
ら
王
司
馬
が
同
調
し
て
杜
甫
を
助
け
、
蕭
・
韋
の
二
人
の
明
府
や
、
何
・
韋
の
二
人
の
少
府
も
桃
や
榿
の
苗
木
を
探
し
て
持
っ
て
来
て
く
れ
た
の
も
、
恐
ら
く
上
官
の
意
を
伺
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
詩
中
の
主
人
は
、
明
ら
か
に
裴
冕
を
指
す
も
の
で
、
仇
注
に
杜
甫
自
ら
を
指
す
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
」
と
述
べ
る
の
は
、
情
理
に
か
な
っ
た
解
釈
で
あ
り
、
筆
者
も
同
様
に
考
え
る
。
一
人
の
地
位
の
高
い
国
家
の
元
老
あ
る
い
は
節
度
使
が
、
そ
の
人
と
特
別
な
関
係
に
な
く
と
も
、
施
鴻
保
が
言
う
よ
う
に
即
か
ず
離
れ
ず
の
距
離
で
そ
の
人
の
面
倒
を
見
た
と
し
て
、
裴
冕
の
こ
と
を
、
自
分
の
た
め
に
発
起
人
と
な
っ
て
資
金
を
集
め
茅
屋
を
作
っ
て
く
れ
た
元
老
だ
と
か
節
度
使
だ
と
か
と
、
果
た
し
て
大
声
で
触
れ
回
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
他
人
か
ら
俗
物
だ
軽
薄
だ
と
か
揶
揄
さ
れ
た
り
、
さ
も
な
く
ば
他
人
に
物
乞
い
し
て
い
る
な
ど
と
誤
解
さ
れ
る
の
を
恐
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
言
う
の
も
ま
ず
い
し
、
言
わ
な
い
の
も
気
が
引
け
る
、
と
な
れ
ば
漠
然
と
「
故
人
」「
主
人
」
と
言
う
の
が
、
双
方
を
丸
く
収
め
る
便
法
で
あ
ろ
う
。
顧
宸
は
「
裴
冕
が
杜
甫
の
た
め
に
廬
を
結
ん
だ
と
す
れ
ば
、
詩
題
に
も
裴
冀
公
を
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
詩
中
に
も
主
人
卜
林
塘
と
い
う
軽
い
言
い
方
で
済
ま
す
べ
き
で
も
な
い
。
王
判
官
が
草
堂
の
資
金
を
贈
っ
た
時
に
は
、
杜
甫
は
忘
れ
ず
に
そ
れ
を
記
し
た
。
ま
た
厳
鄭
公
（
松
原
注：
厳
武
）
が
酒
饌
を
携
え
て
訪
ね
た
時
に
も
、
十
分
に
感
謝
す
る
の
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
ま
し
て
杜
甫
の
た
め
に
住
い
を
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
裴
冕
と
す
る
説
は
、
信
憑
性
が
な
い
」
と
述
べ
る
。
情
理
を
尽
く
し
た
説
明
に
見
え
る
が
、
ま
だ
読
み
の
深
さ
が
足
り
な
い
。
王
嗣
は
「
杜
甫
は
情
宜
に
厚
く
、
一
飲
一
食
の
恩
義
に
あ
っ
て
も
、
詩
を
賦
し
て
感
謝
の
思
い
を
表
現
し
、
そ
の
名
を
後
世
に
伝
え
た
。
郭
某
（
松
原
注：
華
州
刺
史
）
と
は
一
年
も
の
付
き
合
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
人
に
一
言
隻
句
の
言
及
も
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
柄
も
分
か
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
」
と
述
べ
、
ま
た「「
邑
有
佳
主
人
」「
来
書
語
絶
妙
」（
松
原
注：
共
に
「
積
草
嶺
」
詩
の
句
、
注
釈
者
た
ち
は
同
谷
縣
令
が
杜
甫
を
手
紙
で
招
い
た
と
見
る
）
と
あ
る
の
に
、
い
ざ
同
谷
に
住
み
始
め
る
と
、
そ
の
人
に
言
及
す
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
口
先
だ
け
調
子
の
良
い
人
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
る
。
そ
れ
を
言
う
べ
き
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か
、
ま
た
ど
の
程
度
に
言
う
べ
き
か
は
、
そ
の
人
と
そ
の
情
況
を
見
な
が
ら
決
め
る
も
の
で
あ
り
、「
裴
冕
が
も
し
杜
甫
の
た
め
に
廬
を
結
ん
だ
と
し
た
ら
、
詩
題
に
裴
冀
公
を
明
記
す
る
は
ず
だ
」
と
断
言
で
き
る
ほ
ど
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
韓
成
武
・
張
志
民
『
杜
甫
詩
全
訳
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
は
、
最
近
の
通
行
性
の
高
い
杜
甫
詩
の
訳
注
で
あ
る
が
、
そ
の
「
卜
居
」
条
に
は
端
的
に
「
主
人：
当
指
裴
冕
」
と
注
す
る
。
ま
た
李
寿
松
・
李
翼
雲
『
全
杜
詩
新
釈
』（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
も
信
頼
性
の
高
い
注
釈
で
あ
る
が
、
そ
の
「
卜
居
」
条
に
は
「
主
人：
指
成
都
的
地
方
官
。
大
概
是
成
都
尹
裴
冕
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
近
三
〇
年
に
お
い
て
「
主
人＝
裴
冕
」
説
は
、
朱
鶴
齡
・
仇
兆
鰲
以
来
失
っ
た
地
歩
を
、
大
き
く
回
復
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
結
語
に
代
え
て
成
都
草
堂
時
代
の
詩
は
、
杜
甫
の
文
学
の
中
で
も
独
自
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
直
前
の
秦
州
・
同
谷
と
い
う
華
北
の
辺
疆
地
域
で
作
ら
れ
た
文
学
と
異
質
で
あ
る
ば
か
り
か
、
同
じ
く
成
都
で
作
ら
れ
た
は
ず
の
「
成
都
府
」
詩
（
成
都
紀
行
詩
一
二
首
の
最
後
の
詩
篇
）
の
暗
澹
と
屈
折
し
た
気
分
と
比
較
し
て
も
、
大
き
な
径
庭
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
成
都
草
堂
時
代
の
詩
は
、
杜
甫
の
中
の
漸
進
的
な
作
風
の
変
化
の
な
か
で
ゆ
っ
く
り
と
熟
成
さ
れ
た
産
物
な
の
で
は
な
く
、
前
後
を
截
然
と
分
か
つ
べ
く
出
現
し
た
意
図
的
な
産
物
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
の
論
者
は
、
そ
の
大
き
な
変
化
を
、
環
境
に
伴
う
変
化
と
理
解
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
華
北
と
は
異
な
る
、
成
都
平
野
の
温
暖
湿
潤
で
物
産
に
恵
ま
れ
た
風
土
が
杜
甫
の
生
活
を
豊
か
に
潤
し
た
た
め
。
ま
た
安
史
の
兵
乱
と
、
朝
廷
内
の
政
争
で
疲
れ
た
杜
甫
が
、
そ
の
二
つ
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
て
て
心
の
平
安
を
得
た
た
め
で
あ
る
と
。
そ
の
ど
ち
ら
の
解
釈
も
間
違
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
38
か
し
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
自
体
に
、
余
り
に
も
大
き
く
依
存
し
た
解
釈
を
与
え
る
こ
と
は
、
危
険
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
王
勃
は
蜀
の
地
に
流
寓
し
た
時
期
に
、
熾
烈
に
望
郷
の
思
い
を
募
ら
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
安
史
の
乱
の
さ
な
か
に
頭
角
を
露
し
、
永
王
李
の
乱
を
討
伐
し
て
戦
功
を
挙
げ
た
高
適
が
、
や
が
て
政
争
に
敗
れ
て
蜀
の
彭
州
刺
史
・
蜀
州
刺
史
と
な
っ
た
時
期
に
、
杜
甫
の
草
堂
詩
に
似
て
閑
か
な
滋
味
に
満
た
さ
れ
た
作
風
に
転
ず
る
こ
と
が
、
果
し
て
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
杜
甫
を
め
ぐ
る
二
つ
の
環
境
の
変
化
は
、
確
か
に
そ
の
詩
風
の
変
化
を
刺
激
し
た
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
最
も
重
要
な
変
化
は
、
杜
甫
の
意
識
の
人
為
性
か
ら
起
こ
っ
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
仮
説
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
杜
甫
は
己
れ
の
予
期
に
反
し
て
、
成
都
で
身
に
余
る
ほ
ど
に
贅
沢
な
草
堂
を
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
身
の
丈
に
も
合
っ
た
、
狭
い
地
所
に
建
て
ら
れ
た
慎
ま
し
い
茅
屋
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
杜
甫
は
そ
こ
に
住
ま
っ
て
、
今
迄
と
変
わ
る
こ
と
な
く
貧
士
の
文
学
を
作
り
続
け
れ
ば
良
か
っ
た
。
し
か
し
杜
甫
が
成
都
で
得
た
草
堂
は
、
百
本
の
桃
の
苗
木
を
植
え
て
も
ま
だ
土
地
が
余
り（「
蕭
八
明
府
実
処
覓
桃
栽
」）、
松
や
榿
や
李
や
黄
梅
や
綿
竹
を
植
え
て
敷
地
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
土
地
の
起
伏
を
利
用
し
て
、
幾
つ
か
の
亭
臺
を
配
置
も
し
た
（「
寄
題
江
外
草
堂
」）。
そ
れ
ば
か
り
か
、
錦
江
（
浣
花
渓
）
に
面
し
た
岸
辺
に
は
「
水
檻
」
を
設
け
、
そ
こ
で
釣
り
糸
を
垂
れ
、
を
繋
ぐ
こ
と
も
で
き
た
（「
江
上
値
水
如
海
勢
聊
短
述
」）。
杜
甫
は
成
都
の
人
士
に
暖
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
、
立
派
な
草
堂
も
与
え
ら
れ
た
。
杜
甫
は
、
い
っ
た
い
何
を
期
待
さ
れ
て
こ
の
よ
う
に
厚
遇
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
と
も
か
く
杜
甫
は
こ
の
問
に
対
し
て
、
自
ら
の
答
を
探
し
当
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
あ
ら
ち
こ
れ
は
、
詩
人
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
た
期
待
さ
れ
た
結
果
な
の
だ
と
。
花
を
浣
う
ほ
ど
に
美
し
い
錦
江
に
面
し
、
閑
か
な
林
塘
を
占
め
、
郭
内
の
塵
事
か
ら
隔
て
ら
れ
、
総
て
の
旅
人
の
愁
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
に
住
む
こ
と
が
許
さ
れ
た
杜
甫
は
、
草
堂
を
与
え
て
く
れ
た
人
々
の
期
待
に
正
面
か
ら
答
え
る
べ
く
、
そ
れ
ま
で
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
前
人
未
踏
の
文
学
領
域
、
す
な
わ
ち
「
草
堂
の
住
人
の
文
学
」
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
る
。
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杜
甫
は
、
成
都
で
身
に
余
る
ほ
ど
に
贅
沢
な
草
堂
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
複
数
の
杜
甫
の
理
解
者
た
ち
の
厚
意
に
よ
る
発
議
の
結
果
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
厚
意
を
い
く
ら
寄
せ
集
め
た
と
こ
ろ
で
、
大
き
な
計
画
を
決
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
決
断
は
、
決
断
す
る
権
限
を
持
っ
た
者
が
、
一
人
で
下
し
た
決
断
で
あ
る
に
相
違
な
か
ろ
う
。
―
―
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
下
に
、
そ
の
人
物
を
裴
冕
に
比
定
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
。
注
（
１
）
同
谷
か
ら
成
都
へ
の
行
旅
を
描
く
紀
行
詩
十
二
首
の
冒
頭
「
発
同
谷
縣
」
詩
の
詩
句
。「
一
歳
四
行
役
」
と
は
、
こ
の
年
の
春
に

洛
陽
か
ら
華
州
、
秋
以
降
に
、

華
州
か
ら
秦
州
、

秦
州
か
ら
同
谷
、

同
谷
か
ら
成
都
の
、
四
回
の
行
旅
。
（
２
）
参
照：
古
川
末
喜
「
浣
花
草
堂
の
外
的
環
境
・
地
理
的
景
観
」（
同
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）。
同
文
は
、「
杜
甫
詩
に
草
堂
の
場
所
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
見
極
め
、
そ
の
描
写
の
仕
方
か
ら
、
そ
こ
に
杜
甫
の
如
何
な
る
感
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
草
堂
は
杜
甫
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
を
考
察
す
る
。
従
っ
て
、
地
方
誌
等
の
二
次
史
料
を
用
い
て
、
草
堂
の
地
理
的
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
川
氏
の
描
く
草
堂
の
姿
は
、
杜
甫
の
詩
を
理
解
す
る
上
で
し
っ
く
り
と
し
て
違
和
感
が
な
く
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
（
３
）
成
都
到
着
の
直
後
に
高
適
か
ら
受
け
取
っ
た
詩
が
「
贈
杜
二
拾
遺
」
と
題
さ
れ
、
前
官
の
供
奉
官
「
左
拾
遺
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
。
（
４
）
「
為
農
」
詩
に
「
錦
里
煙
塵
外
、
江
村
八
九
家
。
圓
荷
浮
小
葉
、
細
麥
落
軽
花
。
卜
宅
從
茲
老
、
為
農
去
国
。
遠
慚
句
漏
令
、
不
得
問
丹
砂
」。
杜
甫
の
草
堂
は
農
耕
生
活
の
場
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
為
農
去
国
」
と
描
く
の
は
、
躬
耕
を
事
と
し
た
古
来
の
隠
士
（
長
沮
桀
溺
〜
陶
淵
明
）
に
自
ら
を
擬
え
る
も
の
で
あ
る
。
（
５
）
杜
甫
が
後
年
州
で
作
っ
た
「
哭
王
彭
州
」
に
「
蜀
路
江
干
窄
、
彭
門
地
里
遙
。
解
龜
生
碧
草
、
諫
獵
阻
清
霄
。
頃
壯
戎
麾
出
、
叨
陪
幕
府
要
」
と
あ
る
。
王
は
侍
御
使
と
し
て
の
諫
言
が
咎
め
ら
れ
て
朝
廷
か
ら
放
逐
さ
れ
た
。
蜀
で
不
如
意
の
境
遇
に
あ
っ
た
彼
に
目
を
掛
け
た
の
が
彭
州
刺
史
の
高
適
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
西
川
節
度
使
厳
武
に
辟
召
さ
れ
て
幕
僚
と
な
り
、
最
後
は
彭
州
（
彭
州
刺
史
？
）
で
没
し
た
。
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（
６
）
こ
れ
に
先
立
つ
上
元
二
年
（
七
六
一
）
夏
、
厳
武
は
梓
州
刺
史
・
剣
南
東
川
節
度
使
（
京
銜
は
兼
御
史
中
丞
）
と
し
て
蜀
の
梓
州
（
四
川
省
三
台
市
）
に
赴
任
し
た
。
こ
の
年
の
四
月
、
梓
州
刺
史
の
段
子
璋
が
叛
し
、
東
川
節
度
使
の
李
奐
は
敗
れ
て
成
都
に
奔
る
。
厳
武
は
、
そ
の
李
奐
の
後
任
だ
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
、
西
川
節
度
使
の
崔
光
遠
が
卒
し
、
厳
武
は
そ
の
後
任
と
し
て
成
都
尹
・
西
川
節
度
使
（
京
銜
は
御
史
中
丞
）
と
し
て
成
都
に
赴
任
し
、
そ
れ
ま
で
の
東
川
節
度
使
を
兼
任
し
た
。
（
７
）
『
旧
唐
書
』「
厳
武
傳
」
に
「
前
後
在
蜀
累
年
、
肆
志
逞
欲
、
恣
行
猛
政
。
梓
州
刺
史
章
彝
初
爲
武
判
官
、
及
是
小
不
副
意
、
赴
成
都
杖
殺
之
、
由
是
威
震
一
方
」
と
あ
る
な
ど
、
そ
の
性
格
は
粗
暴
に
し
て
果
断
だ
っ
た
ら
し
い
。
（
８
）
杜
甫
「
陪
鄭
広
文
遊
何
将
軍
山
林
十
首
」「
重
過
何
氏
五
首
」。
（
９
）
杜
甫
が
一
年
半
余
り
の
梓
州
・
州
方
面
の
放
浪
か
ら
草
堂
に
帰
っ
て
き
た
時
、
留
守
中
に
荒
れ
た
草
堂
を
修
復
す
る
た
め
に
友
人
に
援
助
を
無
心
し
た
。「
王
録
事
許
修
草
堂
貲
不
到
聊
小
詰
」
詩
に
「
為
瞋
王
録
事
、
不
寄
草
堂
貲
。
昨
屬
愁
春
雨
、
能
忘
欲
漏
時
」。
王
録
事
は
草
堂
の
修
繕
費
を
出
す
と
約
束
し
た
の
に
、
約
束
の
履
行
が
遅
れ
た
た
め
に
、
杜
甫
は
こ
の
詩
を
も
っ
て
催
促
し
て
い
る
。
（
１０
）
杜
甫
に
は
複
数
の
草
堂
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
曰
く
、
同
谷
草
堂
・
梓
州
草
堂
・
西
草
堂
。
こ
の
う
ち
杜
甫
の
定
住
の
場
と
し
て
の
実
質
を
や
や
備
え
た
の
は
、
州
の
西
草
堂
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
草
堂
は
、
当
地
の
権
力
者
、
州
都
督
・
柏
茂
琳
に
よ
っ
て
杜
甫
の
居
住
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
お
仕
着
せ
の
も
の
で
あ
り
、
杜
甫
が
そ
の
文
学
を
託
す
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
草
堂
で
は
な
い
。
ま
た
そ
こ
に
住
ま
っ
た
期
間
も
半
年
ば
か
り
と
短
く
、
そ
の
世
界
の
中
で
独
自
の
文
学
を
熟
成
さ
せ
る
場
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
１１
）
杜
甫
の
四
人
の
弟
（
穎
・
観
・
占
・
豊
）
の
中
、
杜
甫
に
付
き
従
っ
た
の
は
杜
占
。
杜
甫
が
成
都
草
堂
を
離
れ
て
梓
州
に
逗
留
し
て
い
た
時
の
作
「
舍
弟
占
帰
草
堂
檢
校
聊
示
此
詩
」
に
「
相
隨
獨
爾
来
」。
（
１２
）
以
上
「
蕭
八
明
府
堤
実
処
覓
桃
栽
」「
從
韋
二
明
府
續
処
覓
綿
竹
」「
憑
何
十
一
少
府
覓
榿
木
栽
」「
憑
韋
少
府
班
覓
松
樹
子
栽
」「
詣
徐
卿
覓
果
栽
」
「
又
于
韋
処
乞
大
邑
瓷
碗
」。
（
１３
）
仇
注
で
は
「
韋
二
明
府
續
」
は
利
州
綿
谷
縣
令
、「
何
十
一
少
府
」
は
利
州
綿
谷
縣
尉
と
言
う
が
、
根
拠
不
明
。
ち
な
み
に
、
綿
竹
を
所
望
し
た
か
ら
綿
谷
縣
令
と
果
た
し
て
言
え
る
の
か
。「
韋
少
府
班
覓
」
に
つ
い
て
、
仇
注
は
黄
鶴
「
補
注
杜
詩
」
に
「
後
有
「
江
泛
舟
送
韋
班
」
詩
、
韋
当
是
江
尉
」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
、
江
縣
尉
と
す
る
。
根
拠
が
示
さ
れ
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
、
他
の
人
物
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
（
１４
）
同
谷
紀
行
詩
の
第
一
首
「
発
秦
州
」
に
「
無
食
問
樂
土
、
無
衣
思
南
州
。
漢
源
十
月
交
、
天
気
如
涼
秋
。
草
木
未
黄
落
、
況
聞
山
水
幽
。
栗
亭
名
更
佳
、
下
有
良
田
疇
。
充
腸
多
薯
蕷
、
崖
蜜
亦
易
求
。
密
竹
復
冬
筍
、
清
池
可
方
舟
」
と
、
同
谷
の
恵
ま
れ
て
条
件
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
同
谷
の
「
佳
主
人
」
の
誘
い
の
言
葉
を
復
誦
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
１５
）
杜
甫
の
成
都
到
着
直
後
の
「
成
都
府
」
詩
に
「
曾
城
填
華
屋
、
季
冬
樹
木
蒼
。
喧
然
名
都
会
、
吹
簫
間
笙
簧
」
と
そ
の
富
庶
の
様
を
伝
え
る
。
ま
た
『
資
治
通
鑑
』
卷
二
五
九
に
唐
末
の
黄
巣
の
乱
で
そ
れ
ま
で
の
繁
栄
を
失
っ
た
揚
州
を
述
べ
て
「
先
是
、
揚
州
富
庶
甲
天
下
、
時
人
稱
：
揚
一
益
二
」。
ま
た
『
全
唐
詩
』
巻
八
七
七
に
載
せ
る
「
鹽
鐵
諺
」
条
に
「
唐
世
、
鹽
鐵
轉
運
使
在
揚
州
尽
利
權
、
商
賈
如
織
、
天
下
之
盛
、
揚
為
首
、
而
蜀
次
之
。
故
諺
曰：
揚
一
益
二
」。
（
１６
）
秦
州
の
西
枝
村
で
草
堂
の
卜
居
を
計
画
し
た
時
も
、「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
宿
賛
公
土
室
二
首
」
の
詩
題
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
土
地
の
選
定
が
根
本
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
（
１７
）
『
旧
唐
書
』
卷
一
〇
「
粛
宗
本
紀
」
に「（
乾
元
二
年
）
六
月
乙
未
朔
、
以
右
僕
射
裴
冕
爲
御
史
大
夫
・
成
都
尹
、
持
節
充
剣
南
節
度
副
大
使
・
本
道
觀
察
使
」。
な
お
『
旧
唐
書
』
巻
一
一
三
「
裴
冕
伝
」
お
よ
び
『
新
唐
書
』
巻
一
四
〇
「
裴
冕
伝
」
で
は
「
剣
南
西
川
節
度
使
」。
ま
た
同
本
紀
に
そ
の
離
任
時
期
を
示
す
資
料
と
し
て「（
乾
元
三
年
）
三
月
壬
申
、
以
京
兆
尹
李
若
幽
爲
成
都
尹
、
剣
南
節
度
使
」。
（
１８
）
「
原
注：
乾
元
二
年
十
二
月
一
日
、
自
隴
右
赴
剣
南
紀
行
」。
（
１９
）
連
作
一
二
首
の
最
後
と
な
る
「
成
都
府
」
に
は
、
も
は
や
山
の
姿
は
現
れ
な
い
。
羅
城
の
中
を
埋
め
尽
く
す
豪
奢
な
家
並
み
、
音
曲
が
ひ
る
が
え
る
繁
栄
の
巷
が
描
か
れ
、
杜
甫
は
、
そ
の
見
知
ら
ぬ
世
界
の
入
口
に
異
邦
人
と
し
て
立
ち
す
く
む
。
全
詩
を
掲
げ
る
。「
翳
翳
桑
楡
日
、
照
我
征
衣
裳
。
我
行
山
川
異
、
忽
在
天
一
方
。
但
逢
新
人
民
、
未
卜
見
故
郷
。
大
江
東
流
去
、
游
子
日
月
長
。
曾
城
填
華
屋
、
季
冬
樹
木
蒼
。
喧
然
名
都
会
、
吹
簫
間
笙
簧
。
信
美
無
与
適
、
側
身
望
川
梁
。
鳥
雀
夜
各
帰
、
中
原
杳
茫
茫
。
初
月
出
不
高
、
衆
星
尚
爭
光
。
自
古
有
羈
旅
、
我
何
苦
哀
傷
」。
（
２０
）
蜀
道
の
険
阻
を
主
題
と
す
る
文
学
に
、
樂
府
「
蜀
道
難
」（『
楽
府
詩
集
』
卷
四
「
瑟
調
曲
」）
が
あ
る
。
し
か
し
梁
の
簡
文
帝
に
始
ま
り
、
李
白
に
及
ぶ
「
蜀
道
難
」
詩
に
、
蜀
道
の
体
験
を
踏
ま
え
た
作
品
は
な
い
。
杜
甫
の
一
連
の
成
都
紀
行
詩
は
、
こ
の
点
で
画
期
的
な
作
品
で
あ
る
。
な
お
狭
義
の
文
学
（
詩
賦
）
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
西
晋
・
張
載
が
、
蜀
郡
太
守
と
な
っ
た
父
の
張
収
を
省
覲
し
た
お
り
の
体
験
を
踏
ま
え
て
作
っ
た
「
剣
閣
銘
」
（『
文
選
』
卷
五
六
）
が
あ
る
。
（
２１
）
杜
甫
が
華
州
司
功
参
軍
を
辞
め
た
の
は
、『
新
唐
書
』
杜
甫
伝
以
来
の
通
説
で
あ
る
「
自
発
的
辞
官
」
で
は
な
く
、
免
官
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
参
照：
松
原
「
杜
甫
の
華
州
司
功
参
軍
時
期
に
つ
い
て
の
覚
書
―
併
せ
て
閻

・
王
勲
成
の
免
官
説
の
検
討
―
」『
中
国
詩
文
論
叢
』
三
〇
集
、
二
〇
一
一
年
。
（
２２
）
一
作
「
多
病
所
須
惟
薬
物
」。
（
２３
）
字
は
欽
之
。
北
宋
の
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
の
進
士
。『
注
杜
詩
及
文
集
』
二
〇
巻
な
ど
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
散
逸
。
（
２４
）
ま
た
宋
代
の
詳
細
な
杜
甫
年
譜
で
あ
る
魯
ぎ
ん
（
一
〇
九
九
〜
一
一
七
五
）「
杜
工
部
詩
年
譜
」（『
分
門
集
注
杜
工
部
詩
』
巻
首
所
載
）
に
、「
二
年
巳
42
亥
公
年
四
十
八
…
…
裴
冕
鎮
成
都
、
公
遂
卜
居
錦
江
。
上
元
元
年
庚
子
公
年
四
十
九
。
裴
冀
公
為
公
卜
居
成
都
西
郭
浣
花
渓
」
と
あ
り
、
や
は
り
「
主
人＝
裴
冕
」
説
を
唱
え
る
。
（
２５
）
『
旧
唐
書
』
卷
一
〇
「
粛
宗
本
紀
」
に「（
乾
元
三
年
、
同
年
改
元
し
て
上
元
元
年
）
三
月
壬
申
、
以
京
兆
尹
李
若
幽
爲
成
都
尹
、
剣
南
節
度
使
」。
（
２６
）
和
刻
本
の
顧
宸
『
辟
疆
園
杜
詩
注
解
』
七
言
律
詩
巻
二
「
卜
居
」
の
題
下
注
に
は
「
剣
南
節
度
使
裴
冕
為
卜
成
都
西
郭
浣
花
渓
、
以
居
」
と
あ
り
、
「
主
人＝
裴
冕
」
説
を
採
る
。
仇
兆
鰲
が
何
に
依
拠
し
た
か
不
明
。
（
２７
）
た
だ
し
こ
の
仇
兆
鰲
の
主
張
は
、
不
穏
当
。「
将
赴
成
都
草
堂
途
中
有
作
先
寄
厳
鄭
公
五
首
」
其
二
の
「
錦
里
逢
迎
有
主
人
」
は
、
詩
題
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
厳
武
を
客
人
に
想
定
し
て
、
そ
の
客
人
を
草
堂
に
迎
え
る
杜
甫
自
身
を
主
人
に
見
立
て
る
。
こ
の
よ
う
に
「
主
人
・
客
人
」
の
関
係
で
自
分
を
主
人
と
言
う
こ
と
は
適
当
だ
が
、
こ
の
「
卜
居
」
詩
の
よ
う
に
「
客
人
」
を
想
定
し
な
い
文
脈
で
自
分
を
主
人
と
称
す
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
。
仇
兆
鰲
の
「
主
人＝
杜
甫
自
身
」
説
に
は
、
こ
の
点
の
無
理
が
あ
る
。
（
２８
）
日
本
へ
の
仇
注
の
影
響
で
は
、
鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
』
第
二
冊
「
卜
居
」
に
「
主
人
自
ら
い
ふ
」、
目
加
田
誠
『
杜
甫
』（
集
英
社
漢
詩
大
系
、
一
九
六
五
年
）「
卜
居
」
に
「
主
人
作
者
自
身
」
な
ど
。
（
２９
）
こ
の
詩
の
「
裴
施
州
」（
施
州
刺
史
裴
某
）
が
裴
冕
で
は
な
い
別
人
を
指
す
と
は
、
朱
鶴
齡
以
来
の
定
説
で
、
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』
第
四
冊
、
二
五
三
九
頁
（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
も
「『
全
唐
』
卷
二
二
一
杜
甫
「
寄
裴
施
州
」：
「
廊
廟
之
具
裴
施
州
」。
友
人
陶
敏
謂
杜
詩
乃
大
暦
初
於
州
作
、
詩
中
裴
某
不
知
其
名
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
裴
冕
を
指
す
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
（
３０
）
陳
貽
は
、
黄
鶴
・
鮑
欽
之
に
従
っ
て
「
故
人
供
禄
米
」
の
「
故
人
」
も
裴
冕
と
解
釈
す
る
が
、
私
見
で
は
「
故
人
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
裴
冕
以
外
の
、
よ
り
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
物
（
王
十
五
司
馬
）
を
指
す
も
の
と
解
釈
し
た
い
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個
別
研
究
）「
杜
甫
の
伝
記
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
